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「第３次宇都宮市地域教育推進計画」について 

 

◎趣 旨 

 「第３次地域教育推進計画」（素案）がまとまったことから，その内容を協議するもの。 

 

１ 策定の目的 

  本市においては，平成２５年度３月に作成した「第２次宇都宮市地域教育推進計画」に基

づき，様々な施策に取り組んできたが，社会環境の変化や今日的課題の多様化に伴い，地域

を支える人づくりに取り組む「地域教育」の一層の推進が求められていることから，現行計

画を改定し，新たに「第３次宇都宮市地域教育推進計画」を策定するもの。 

 

２ 計画の位置づけ 

 ・「宇都宮市第６次総合計画基本計画」に基づく計画 

 ・「うつのみや人づくりビジョン（宮っ子未来ビジョン）」の考え方や方向性を受ける本市社

会教育行政の基本となる計画 

 

３ 計画期間 

  ２０１８（平成３０）年度～２０２７（平成３９）年度までの１０年 

（２０２２（平成３４）年度中間見直し） 

 

４ 策定経過 

 平成２９年 ７月～１１月       庁内策定委員会（３回開催） 

  平成２９年 ７月～平成３０年 ３月  社会教育委員の会議（３回開催） 

平成３０年 １月～ ２月       パブリックコメントの実施 

 

５ 計画の内容・特徴 

（１） 内容 

・ 第３次宇都宮市地域教育推進計画（素案）概要版 ・・・・資料８ 別紙 

・ 第３次宇都宮市地域教育推進計画（素案）・・・・・・・・資料８ 別冊 

 

（２） 特徴 

    ア 今日的課題に対応した取組 

   「様々な困難を有する人の学習活動への支援」や「ＩＣＴに対応した学習の推進」，

「学び直しの支援」などの事業により，全ての市民が今後の社会環境の変化におい

ても必要な知識や技術を学ぶことが出来るよう，様々な課題に対応した学習機会の

拡大を図ることとした。 

 

    イ きめ細かな家庭教育支援 

      家庭を取り巻く環境の変化に対応した「訪問型家庭教育支援の仕組みづくり」や

「家庭教育支援活動者の育成」などの事業により，地域全体で，子育てをする家庭

の教育を支える仕組みを整え，これまで家庭教育支援の届かなかった家庭にも必要

な支援が届けられるよう，きめ細かな家庭教育支援に取り組むこととした。 

資料８ 
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    ウ 地域ぐるみの教育活動の充実 

      魅力ある学校づくり地域協議会による「地域における学習支援活動の推進」や，

「宮っ子ステーション事業の充実」など，身近な地域において次代の地域の担い手

である子どもと大人が交流し，地域の教育力を高める教育活動の充実を図ることと

した。 
 

エ 学習者の活躍促進 

      「学習成果を活用した講座等の推進」や「子どもの体験活動指導者の育成」など

の事業により，地域の大人が身に付けた知識や技術を生かして，生涯にわたって社

会で活躍することが出来る取組の強化を図ることとした。 

 

６ パブリックコメントについて 

（１） 意見の募集期間  平成３０年 １月１２日（金）～ ２月 ８日（木） 

 

（２） 意見の応募者数・件数  １名（３件） 

 

（３） 提出方法の内訳 

 郵送 ファクシミリ Ｅメール 持参 電話 計 

人数  １    １ 

 

（４） 意見の概要と市の考え方 

① 施策の展開について（３件） 

・事業 No.１８－３「図書館の環境整備の推進」について 

№ 意見の概要 意見に対する市の考え方 

１ 「図書館の環境整備の推進」につい

て，図書館の指定管理者制度導入の推

進という意味が含まれているのであ

れば，これを削除し，現状の一部指定

管理者制度は契約期間の総合評価を

導入し見直すことを明記し，図書館協

議会の設置を含めてほしい。 

「図書館の環境整備の推進」につきま

しては，図書館サービスの向上を図るた

め，施設・設備の計画的改修等を行うと

ともに，指定管理者制度の導入も含め，

効果的かつ効率的な管理運営の実現を

図るため，様々な方策について検討する

ものです。 

現行の指定管理者につきましては，毎

年度の評価を基に，最終年度に総合的な

評価を実施しております。また，図書館

協議会につきましては，その役割と機能

を「社会教育委員の会議」に移管してお

り，平成２４年度に図書館に参考人の意

見聴取を行う手法を取り入れ，第三者の

声を図書館の運営に反映する仕組みを

構築したところであり，今後とも現体制

により，市民の読書活動の充実に努めて

まいります。 
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・事業 No.１９「図書館レファレンスサービスの活用促進」について 

№ 意見の概要 意見に対する市の考え方 

２ 「図書館レファレンスサービスの

活用促進」について，役立ててもらう

意の方が合うので，「活用」を「利用」

に修正してほしい。 

図書館レファレンスサービスにつき

ましては，多くの市民の皆様の学習活動

や課題解決に役立てていただきたいと

考えております。 

ご意見の趣旨を踏まえ，市民の皆様

に，レファレンスの結果を役立ててもら

う意をより分かりやすくするため，表現

を「活用」から「利用」に修正しました。 

 

・施策８「学習活動を支える人材の育成」について 

№ 意見の概要 意見に対する市の考え方 

３ 施策８「学習活動を支える人材の育

成」に「図書館司書（直営）の増員と

育成」を追加してほしい。 

 本市の図書館司書につきましては，市

が採用した市の職員であり，その採用や

育成等につきましては，事務職や他の資

格職と同様に，第６次宇都宮市総合計画

等の分野別計画における「行政の組織力

の向上」という施策の中に位置づけてお

り，その実現に向けて，「行政改革大綱」

や「読書活動推進計画」等に基づき取り

組んでまいります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎基本目標１ 多様な図書館サービスを利用するなど，あらゆる市民が読書活動に親しんでいます。 

○基本指標１：図書館資料の貸出冊数 4,566,016 点（H23）⇒4,222,216 点（H28） 

○基本指標２：図書館の登録率    33.1％（H23）⇒32.2％（H28） 

◎基本目標２ 図書館，地域，学校の連携のもと，宮っ子が読書活動や学習活動に励んでいます。 

○基本指標３：高校生の１ヶ月の読書量 1.4 冊（H23）⇒1.47 冊（H28） 

○基本指標４：子どもの読書に関わるボランティアの活動人数 1,236 人（H23）⇒1,204 人（H28） 

◎基本目標３ 個人や団体、地域がそれぞれの課題を解決するために，図書館サービスを利用しています。 

○基本指標５：レファレンスに対する利用者満足度 52.6％（H23）⇒60.3％（H28） 

◎基本目標４ 市民が高度情報化に対応した資料・設備を利用し，ニーズに応じたデジタル情報を活用しています。 

○基本指標６：図書館のインターネット端末の利用件数 21,305 件（H23）⇒38,041 件（H28） 

◎基本目標５ 図書館の適切な環境整備と運営により，市民が快適に図書館を利用しています。 

○基本指標７：図書館の読書環境に関する利用者満足度 82.0％（H23）⇒79.2％（H28） 

２ これまでの取組の成果と課題 

（１）多様なニーズを捉えた読書活動の推進が必要。 
■すべての市民が読書活動に親しむことができる読書環境の整備が必要。 
・本を読まないあるいは読書活動の拠点である図書館を利用したことがない市民への働きかけが必要。 

・読書意欲の高い市民に対し，多様化するニーズを捉えた読書環境を整えることが必要。 

・日常的に読書活動に親しむため，図書館の利用促進が必要。 

・高齢者や障害者，困難を抱える人々に対して読書の機会提供が求められている。 

・ＩＣＴの進展に伴い，電子図書の活用等について検討を進めることが必要。 

・施設設備に関する計画的な改修等が必要。 

（２）すべての子どもが読書に親しめる機会の提供が必要。 
■子どもが継続的に読書に親しむため，家庭へのはたらきかけや子どもの読書に関わる人材の確保

が必要。 
・乳幼児期の読書経験がその後の読書活動に影響を及ぼすことから，本に親しむ機会の提供が必要。 

・図書館資源等を活用した読書機会の格差解消に資する取組みの検討が求められている。 

・子どもの読書活動を支援するボランティアの後継者が不足しているため，読書環境に携わる人材のより一層の育

成および確保が必要。 

・小学校での英語の教科化に伴い，子どもが英語に親しめる読書環境の充実が必要。 

第２次読書活動推進計画 素案【概要版】 

（３）課題解決支援の更なる強化が必要。 
■著しく変化する社会環境に対応するため，学びの場の提供や課題を解決するための支援が必要。 
・生涯学習の場として，関係機関等と連携し市民のニーズや今日的課題に対応した講座の開設，積極的な地域課題 

解決への貢献が求められている。 

・地域資料等の貴重な資料のデジタル保存と継承などニーズに応じたデジタル情報の環境整備と活用促進が必要。 

・図書館資源を有効かつ最大限活用し，様々な課題解決支援に対応するため，職員のスキルアップと，レファレン

スサービスのＰＲが必要。 

Ⅰ 計画について 

〈計画策定の趣旨〉 
 本市においては，平成２５年６月に策定した「宇都宮市読書活動推進計画」に基づき，子どもを含む市民の読書活動を推進してきたが，

社会情勢の著しい変化への対応や，近年，読書活動の拠点である図書館には，社会の変化に対応した学習機会の提供や地域コミュニティの

維持・活性化への貢献といった役割が求められていることから，現行計画を改定し，第２次計画を策定する。 

〈計画の位置づけ〉 
 「宇都宮市地域教育推進計画」に基づき人づくりを進める中で，市民の読書活動の推進に焦点を当てた個別計画であり，上位計画であ

る「宮っこ未来ビジョン」や「宇都宮市地域教育推進計画」など関連する計画等との整合を図る。 

〈計画の期間〉 
 平成３０年度（２０１８年４月）～３４年度（２０２３年３月）までの５年間 

（４）本を通して人と人がつながるしくみづくりが必要。 
■本と人をつなぐだけでなく，図書館資源を生かして人と人がつながる交流の場をコーディネート

する役割が図書館に求められている。 
・本を通し人が集い交流する場の提供が必要。 

・読書関係団体や企業等との連携による図書館資源のさらなる活用や読書活動を支援する人材の育成が必要。 

 

Ⅱ 本市の読書活動推進の現状と課題 

 

 

・少子化、超高齢化の進行による人口減少，個人の関心やライフスタイルの多様化・複雑化，経済的格差の広がり 

・地域コミュニティの衰退とつながりの希薄化，情報通信技術（ＩＣＴ）の進展に伴う資料の電子化等の技術活用 

・グローバル化の進展（英語の教科化），地域への関心や郷土愛の高まり，地域資料などの散逸，劣化の進行 

・市内の書籍小売業事業所数の減少，書籍，雑誌の出版点数の減少，一世帯当たりの書籍・雑誌購入費用の減少 

・読書率（普段本を読む人）の減少と不読率の上昇 

１（１） 読書活動を取り巻く状況（社会情勢の変化） 

 

 

【国】中教審答申「個人の能力と可能性を開花させ，全員参加による課題解決社会を実現するための教育の多様化と質

保証の在り方について」（平成 28 年 5月 30 日） 
 ・個人や社会のニーズに応じた学習機会が提供され，個人が自己の責任と判断で課題解決に取り組むとともに，地域社会が住民の

力を総合して地域の課題を解決することが求められている。 

【国】文部科学省「人々の暮らしと社会の発展に貢献する持続可能な社会教育システムの構築に向けて（論点の整理）」

図書館等について（平成 29年 3 月 28日） 
   ・「地域課題解決学習」の推進による地域コミュニティの維持・活性化への貢献，社会的包摂への寄与，社会の変化に対応した学習

機会の提供の役割が求められる。 

・今後，他館との相互資料貸借の充実や企業等と連携した地域課題解決に資する講座の開設などにより，より実践的な知的サービ

スが提供されることが期待される。 

・来館者へのサービスに加えて，アウトリーチ活動を充実させることにより，高齢者や障害者，困難を抱える人々等にも読書の機

会を提供し，社会的包摂の観点から地域のニーズに積極的・能動的に応えていくことが期待される。 

・近年，社会問題となっている子供の貧困は,子供の読書体験にも影響を与えることが懸念され,困難を抱えた親子に対して読書の

機会を提供していくことも重要な課題。 

【県】栃木県教育委員会「子どもの読書活動に関する実態調査結果」（平成 29 年 1 月） 
   ・１か月に本を読まない生徒の割合（不読率）が高校生 39.9%。となっており，その理由として「携帯電話やスマートフォンでの

やりとりに時間を使う」という回答が最多。 

【他】独立行政法人国立青少年教育振興機構「子どもの読書活動の実態とその影響・効果に関する調査研究」（平成 25

年 2 月） 
   ・成人のうち，子どもの頃の読書量が多いほど読書が好きである割合が高く，１か月に読む本の冊数や１日の読書量も多い。 

    ・成人のうち，子どもの頃の読書活動が豊富であるほど，読み聞かせ等読書を通した子どもとの関わりの機会が多い。 

１（２）読書活動を取り巻く状況（国・県の動向） 

 

 

○生涯学習課「市民意識調査」（平成 28年 11 月） 
・最近１年間の市民の読書媒体 ⇒ 紙の本 66.5％，電子図書のみ 1.8％，紙の本と電子書籍 13.6％，読まない15.1％ 

・最近１年間の図書館の利用 ⇒「かつて（１年以上前に）利用したことがある」19.9%，「これまで利用したことがない」39.7% 

・図書館の利用目的 ⇒「調べものをするため」38.6%（「資料の貸出返却」，「資料の閲覧」についで多い） 

○学校教育課「読書アンケート」（市は平成 28年 11 月，全国は 5月） 
・１人あたりの１か月の読書量 小学生：本市29.7 冊，全国：11.4 冊／ 中学生：本市 12.6 冊，全国：4.2 冊 

○図書館「利用者アンケート」（平成 28年 10 月） 
・来館の目的 ⇒「本を無料で利用する」についで，「調べものをする」，「仕事や生活に必要な情報を得る」が多い。 

・図書館サービスの認知度（資料相談・レファレンス） ⇒ 使ったことがない 19.1%，知らない 4.9% 

・図書館が目指すべき方向 ⇒「本を増やす」についで，「子どもの読書活動支援をより一層充実する」が多い。 

○宇都宮読書推進ガイドブック「HON-miya」に関するアンケート」（平成 28年 9月） 
・市立図書館を利用したことがない高校１年生の割合 ⇒52.0％ 

○図書館「年齢別利用人数統計」に基づく各世代の人口増減に対する利用者増減の割合（平成 25年度と平成 28年度

の比較） 
・平成 25年度と平成28年度比較では，人口の全世代が0.9%微増する中，利用者数は全世代で 4.6%減少 

利用者数の減少幅の大きい年代は，23歳～29歳が 22.3%減，30歳～39歳が 21.2%減，人口も他の年代と比較し減り幅が大きい。

一方，60歳以上の利用者においては，人口と同様増加傾向にある。 

○図書館「親子読書アンケート」（平成 29年 9月） 
・子どもに読み聞かせをしていますか    ⇒「はい」85.0% 

・読み聞かせによって子どもに見られる変化 ⇒「絵や文字に興味を持つ」22.5%，「好きな絵本をひとりで読む」20.1% 

３ 市民の読書活動の状況 

４ 今後の読書活動推進に向けた課題 

資料９ 別紙 



 

Ⅲ 基本的な考え方 

 
施策 事業・取組等（■新規） 主な指標〈現状→Ｈ34（2022）年度目標〉 

施策１ さまざまな市民に向けた読書活動の推進 

 ■ ①「よるとしょ」事業の実施 ●アウトリーチサービスの実施回数 

〈０回／年→１５回／年〉 

●図書館ＨＰアクセス件数 

〈900,000 件→1,000,000 件〉 

 

 ■ ②転入者向け図書館 PR 事業の実施 

  ③読書活動の啓発事業の実施 

  ④センター図書室等の地域性や利用者層に合ったサービスの提供 

施策２ 読書機会の少ない人々に向けたサービスの充実 
■重⑤アウトリーチサービスの推進 

  ⑥障がい者向けサービスの充実 

施策３ ＩＣＴを活用したサービスの充実 
 重⑦ＩＣＴ技術を活用した読書活動の推進 

  ⑧地域資料のデジタルアーカイブ化の推進と資料の公開 

施策４ 読書環境の整備 
  ⑨読書意欲を高めるサービスの提供 

  ⑩図書館施設の改修・機能向上事業の推進 

施策５ 子どもの読書習慣を育む機会の充実 

 重⑪「ウチでもどこでも読み聞かせ」事業の実施 ●ウチでもどこでも読み聞かせ事業

の実施回数 

〈２回／年→１０回／年〉 

●アウトリーチサービスの実施回数 

〈０回／年→１５回／年〉 

●はじめてえほん事業の実施回数 

〈０回／年→１６回／年〉 

●学校希望図書利用件数 

〈1,600 件→1,800 件〉 

●高校生対象の情報発信回数 

〈１回→３０回〉   

 

■ ⑫アウトリーチサービスの推進【再掲】 

  ⑬「うつのみやこども賞」事業の実施 

  ⑭読書活動を支援するボランティアの育成・強化 

施策６ 乳幼児期の子どもへの読書活動の推進 

■重⑮はじめてえほん事業の実施 

  ⑯乳幼児やその保護者に対する読書活動支援の充実 

  ⑰読書活動を支援するボランティアの育成・強化【再掲】 

施策７ 小中学校との連携・支援の充実 

 重⑱授業に役立つ資料・情報提供の充実 

  ⑲学校図書館司書業務嘱託員等の育成 

  ⑳学校図書館における読書活動の充実 

施策８ 中高校生が参加できる事業の推進 
 ■ ㉑中学生による読書推進事業 

 重㉒高校生の本や読書に関する情報交換・発信事業の推進 

施策９ 地域情報の収集・提供 

■重㉓みや学講座の開催 ●みや学講座の実施回数 

〈０回／年→１０回／年〉 

●行政支援サービス貸出冊数 

〈1,700 冊／年→2,000 冊／年〉 

  ㉔地域資料のデジタルアーカイブ化の推進と資料の公開【再掲】 

  ㉕宮の魅力再発見事業の推進 

施策 10 各図書館の特色を活かした事業の実施 

 重㉖行政支援サービスの推進 

  ㉗科学・技術情報提供サービスの充実 

  ㉘ビジネス支援サービスの充実 

  ㉙宇都宮アグリビジネスブランド化への支援 

  ㉚宇都宮プロスポーツアーカイブ事業の推進 

  ㉛子育て・家庭生活支援情報の充実 

施策 11 課題解決に役立つ資料や情報の提供 
  ㉜生活応援サービスの充実 

  ㉝レファレンスサービスの充実 

施策 12 人と人をつなぐ場や機会の提供の充実 
 重㉞世代を超えた交流の場の創出 ●世代を超えた交流（講座・イベン

ト）の実施回数 

〈 １８回／年→２３回／年〉 
  ㉟本を通じて語り合える事業の充実 

施策 13 市民との協働による読書活動の推進 
  ㊱読書活動を支援するボランティアの育成・強化【再掲】 

  ㊲読書関係ボランティアの交流の推進 

 

基 本 理 念 

〈基本目標Ⅰ〉 

市民一人ひとりが個に応じた多様な読書活動に 

親しんでいます。 

基本指標ⅰ 

最近１年間で読書（紙の本・電子書籍）を 

している人の割合 

８１．９％（Ｈ28 年度）⇒８３％（Ｈ34（2022）年度）             
             市民意識調査 

〈基本目標Ⅱ〉 

すべての宮っ子が読書活動を楽しんでいます。 

基本指標ⅱ 

児童書の貸出冊数 

1,560,000 冊（Ｈ28 年度） 

⇒1,565,000 冊（Ｈ34（2022）年度）         
               図書館利用統計 

基本指標ⅲ 

 高校生の１か月の読書量 

1.47 冊（Ｈ28 年度）⇒ 1.6 冊（Ｈ34（2022）年度） 
        子どもの読書活動に関する実態調査 

 

〈基本目標Ⅲ〉 

個人の問題や社会が抱える課題を解決するために 

図書館資源を活用しています。 

基本指標ⅳ 

レファレンスサービスに対する利用者満足度 

60.3%（Ｈ28 年度）⇒65%（Ｈ34（2022）年度）            
            図書館利用者アンケート 

 

〈基本目標Ⅳ〉 

読書活動を介して人と人が交流しています。 

基本指標ⅴ 

 読書推進事業の参加人数 

 24,000 人（Ｈ28 年度）⇒25,000 人（Ｈ34（2022）年度）              
                図書館概要 

 

Ⅳ 施策の展開 

Ⅴ 計画の推進 

○計画期間    平成３０年度（２０１８年４月）～平成３４年度（２０２３年３月）までの５年間 

○計画の進行管理 事業の進捗状況については「社会教育委員の会議」等へ報告し，意見を聴取する。 

○計画の推進体制 本計画の着実な推進を図るため，施策・事業の実施にあたっては，図書館，生涯学習センター図書室等，さらに市民，家庭，学校等が連携することにより，様々な事業に取り組む。 

市民が生涯にわたり読書活動に親しむため， 

社会の変化に対応した多様な読書機会を提供す

るとともに，人と人がつながる読書活動を推進

します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～地域で学び，地域で育て，地域をつくる， 

地域ぐるみの学習・教育の推進～ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

平成＊＊年＊＊月 

宇都宮市 

宇都宮市教育委員会 

資料８ 別冊 
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第１章 計画について 

１ 計画策定の必要性 

 宇都宮市では，平成１９年度に，「宇都宮市地域教育推進計画（うつのみや地域教育プ

ラン）」を策定し，「個人」のための学習支援から「地域社会」を支える人づくりに向け，

施策の方向性を転換してきました。平成２４年度には，第２次計画である「第２次宇都宮

市地域教育推進計画」を策定し，学びを通して豊かな人間性を育み，地域の絆を深め，地

域ぐるみで子どもを育てることや，より良い地域社会のために考え，支え合う，人も地域

もかがやく魅力ある都市，１００年先も持続可能なまち，「宇都宮」の実現を目指し，取組

を進めてまいりました。 

今日，本市を取り巻く社会環境の変化は，人口減少，少子・超高齢化の進行，地域コミ

ュニティの変容，情報通信技術（ＩＣＴ）の劇的な進化，グローバル化の一層の進展，貧

困と格差の拡大，人々の価値観の多様化など多岐にわたっています。 

このような変化の中において，一人ひとりが生涯にわたって活躍し，豊かで安心して暮

らせる社会を実現するためには，地域の課題解決を目指し，多様な人々と協働しながら，

新たな価値を創造することができる人材を育成し，社会の活力を維持・向上させていくこ

とが重要であり，そのためには「地域教育」が，その取組を通じて，地域社会を支える人

材を育み，地域コミュニティの持続的発展に大きな役割を果たしていくことが求められて

います。 

このようなことから，学びを通して人と人がつながり，社会の変化に対応しながら地域

の持つ力をより高め，「地域教育」をこれまで以上に推進していくため，今般，「第３次宇

都宮市地域教育推進計画」を策定します。 
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２ 地域教育について 

この計画における「地域教育」とは，「社会教育行政」が担う「成人教育」，「青少年教

育」，「家庭教育支援」，「学校教育支援・連携」を市民生活の基盤である「地域」※1 を意

識して行うものであり，具体的には「（場）地域で」，「（内容）地域について」，「（目的）

地域のために」，「（展開）地域ぐるみで」社会の要請（公共的課題，地域人材の育成等）

に応える教育をあらわしています。 

また，趣味・教養的なものなど，個人の要望に応える取組についても，一人ひとりが

人格を磨き，豊かな人生を送る上で必要であるとともに，仲間づくりやグループ化など

組織化を図ることによって，人間関係が構築され，地域の活力向上に資することから，「地

域教育」に含まれるものとしています。 

こうしたことから計画の対象事業は，教育行政が行う「社会教育行政」の事業を中心

とし，他の執行機関が所管する事業についても，社会環境の変化による今日的課題への

対応や，学びを通して人々をつなげる取組など，地域社会を支える人材を育む「地域教

育」の推進に大きく関連する事業も対象事業としています。 

  なお，行政の各部局が推進する個別テーマの学習など，本計画の対象とならない部分

については，生涯学習振興行政が取り組むものとして，本市の実施する生涯学習に資す

る施策等を統合・調整しながら全庁的な組織である「生涯学習推進本部」において推進

します。 
 

◆社会教育行政◆ 

 行政の行う社会教育は，社会教育法第二条において，「学校教育法に基づき，学校の教

育課程として行われる教育活動を除き，主として青少年及び成人に対して行われる組織

的な教育活動（体育及びレクリエーションの活動を含む。）をいう。」と定義されている。 

社会教育法第三条において「国及び地方公共団体の任務」として，以下の３点につい

て規定している。 

① 「すべての国民があらゆる機会，あらゆる場所を利用して，自ら実際生活に即す

る文化的教養を高め得るような環境を醸成する」 

② 「国民の学習に対する多様な需要を踏まえ，これに適切に対応するために必要な

学習の機会の提供及びその奨励を行う」 

③ 「社会教育が学校教育及び家庭教育との密接な関連性を有することにかんがみ，

学校教育との連携の確保に努め，及び家庭教育の向上に資することとなるよう必要

な配慮をする」 
 

◆生涯学習振興行政◆ 

  社会教育行政や学校教育行政によって個別に実施される施策や他の執行機関において

実施される生涯学習に資する施策等において，全体を統合・調整しながら各施策を推進

する行政 

                                                   
※1 この計画において「地域」とは，多様性を持った表現であり，地域まちづくりを進める生活圏域や地域学校園のエ

リア，さらには宇都宮市域などのエリアを示すものであるとともに，地域住民や地域団体などを 1 つの主体として総

称するもの。 
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【図】地域教育と生涯学習振興行政の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習振興行政 

教育行政 

学校教育 

社会教育 

家庭教育支援 
連携 

まちづくり 
→地方分権，コミュニ

ティ・ソリューショ

ン，社会関係資本 
 

女性・青少年施策 
→男女共同参画社会 

民間教育事業者 

企業 
→ＣＳＲ 

 

高齢者・福祉 
→超高齢化， 

人生１００年時代 

大学 
→大学の地域貢献 

ＮＰＯ 

地域教育の括り＝社会教育行政の括り 
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３ 計画の位置付け 

この計画は，本市の基本計画である「第６次宇都宮市総合計画」の分野別計画「『子育

て・教育の未来都市』の実現に向けて」に掲げる基本施策「生涯にわたる学習活動を促

進する」を実現するための計画であるとともに，本市における「人づくり」の指針であ

る「うつのみや人づくりビジョン（宮っこ未来ビジョン）」の考え方や方向性を受ける本

市社会教育行政の基本となる計画とします。 

また，平成２６年１０月に社会教育委員の会議が提言した「『社会の要請』と求められ

る学習について」の考え方を踏まえた計画とします。 

なお，本計画においては，本市の地域における「人づくり」に関連する施策を効果的・

効率的に推進するため，本市各部局の分野別関連計画と連携し，整合性を図るものとし

ます。 

 

<位置付けの関係図> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 計画の推進にあたっては生涯学習振興行政として本市の行う生涯学習に資する事

業との整合を図ります。 

 

 

 

４ 計画期間 

  この計画の期間は，２０１８（平成３０）年※2を開始年次とし，２０２７（平成３９）

年を目標年次とする１０か年の計画とします。 

  ただし，２０２２（平成３４）年に施策事業などの中間見直しを行います。 

                                                   
※2 年（年度）の表記は，中長期的・将来的な動向を記述する場合は西暦を，近年の動向を記述する場合は和暦を使用

し，必要に応じて西暦と和暦を併記しています。 

第６次宇都宮市総合計画 

うつのみや人づくりビジョン 

（宮っこ未来ビジョン） 

第３次宇都宮市地域教育推進計画 

（社会教育分野において最も基本となる計画） 

関係計画 

・第３次宇都宮市市民協働推進計画 

・第２次宇都宮市学校教育推進計画 

・第２次宇都宮市文化振興基本計画 

・宇都宮市スポーツ推進計画 

・第４次宇都宮市男女共同参画行動計画 

・宮っこ 子育ち・子育て応援プラン 

など 
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第２章 地域教育の現状と課題 

１ 地域教育を取り巻く状況  

（１）社会情勢の変化 

ア 少子超高齢社会・人口減少社会の進行 

我が国の人口は，平成２０年をピークに減少局面に入り，人口減少が進む一方，

高齢化率は年々上昇しており，人口減少・少子超高齢社会が進行しています。 

本市においても，平成３０年に約５２万人で総人口のピークを迎え，その後，

人口減少に転じ，年少人口や生産年齢人口の比率が低下する一方，老年人口の比

率が高まり，少子超高齢社会が本格化することが見込まれることから，限られた

行財政資源を効果的に活かすための施策・事業の選択と集中，本市の将来を担う

子どもたちを育む，子育て・教育の充実など，持続可能なまちづくりにつながる

取組が求められています。 

 

イ 地域コミュニティの変容 

少子超高齢社会や核家族化の進行などによって，地域の人々との付き合いが疎

遠になり，高齢者や困難を抱えた人などが地域で孤立するという深刻な状況が生

じています。 

このような中，地域教育には，地域に根差した学習機会の充実などの活動を通

して，人と人との交流を促進し，地域に新たな価値をもたらすような「仕掛け」

づくりをすることで，地域コミュニティの再生・活性化に貢献することが期待さ

れています。 

 

ウ ＩＣＴ化・グローバル化の進展 

ＩＣＴ（情報通信技術）の進展により，民間の教育事業を中心に，e ラーニング

の講座が多く開設されるとともに，（ＳＮＳ）※3などを通じた学習コミュニティが

形成されつつあります。これらの取組により，どこでもスマートフォンやタブレ

ット端末などを利用して学習することが可能になるなど，これまで主流であった，

教室での講座や講演会形式から劇的に変化していることから，より多くの人に必

要な学びを提供するための様々な手法の検討が求められています。 

     また，グローバル化の進展に伴い，本市で生活する外国人の数についても年々

増加しています。グローバル化は，本市の雇用構造に変容をもたらし，人々の生

活にも影響を与える可能性があります。今後，地域コミュニティレベルにおける

多文化共生などの対応が求められてくると予想されます。 

                                                   
※3 人と人とのつながりを促進・サポートするコミュニティ型のＷＥＢサイトなどの総称 
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エ 貧困・格差 

近年，「貧困と格差」の問題が大きな社会問題となっています。 

所得をはじめとした家庭の社会経済的背景と子どもの学力には相関関係がみら

れ，家計所得が高いほど４年制大学への進学も高くなっています。また，最終学

歴により生涯賃金には大きな差があると言われています。 

今後，貧困と格差の問題に関しては，福祉分野における取組のみならず，社会

教育においても，貧困の連鎖と格差の拡大・固定化を防ぐ観点から，学習環境の

整備などの取組が求められています。 

 

（２）国・県等の動向 

平成２８年５月，中央教育審議会における答申（個人の能力と可能性を開花させ，

全員参加による課題解決社会を実現するための教育の多様性と質保証の在り方につ

いて）の中では，生涯学習を通じた全員参加による課題解決社会の実現には，「学び

と活動の循環」の形成が重要であるとしています。 

また，平成２９年３月に公表された文部科学省における「人々の暮らしと社会の

発展に貢献する持続可能な社会教育システムの構築に向けて（論点の整理）」におい

て，社会教育に期待される役割として，「地域コミュニティの維持・活性化への貢献」，

「社会的包摂※4 への寄与」，「社会の変化に対応した学習機会の提供」が挙げられて

おり，今後の社会教育の方向性は「官民パートナーシップによる社会教育の推進」，

「持続可能な社会教育システムの構築」であるとしています。 

栃木県においては，平成２８年２月，栃木県生涯学習推進計画五期計画「とちぎ

輝き『あい』育みプラン」を策定し，「自立につながる生涯学習」，「協働を進める生

涯学習」，「愛着や誇りを育む生涯学習」を柱として「ともに学びともに“とちぎ”

の未来をひらく人づくり」を目指した各種施策が示されており，社会の変化に対応

し，“とちぎ”をこれまで以上に発展させるため，生涯学習による「人づくり」をさ

らに進めていく必要があるとしています。 

 本市においては，「第２次宇都宮市地域教育推進計画」等を踏まえ，学びを通した

子どもの健全育成や地域社会を支える人づくりに取り組んできましたが，平成２６

年１０月に市社会教育委員の会議から「『社会の要請』と求められる学習について」

として，社会教育・生涯学習の振興を通じたこれからの人づくりを推進していく上

で解決しなければならない社会的課題や，必要な学習について提言を受けました。

この中で，「今後，社会教育行政が，社会教育・生涯学習の役割を各地域において目

に見える形で示していくためには，地域住民の絆の構築，地域コミュニティの形成，

地域課題の解決といった地域の総合的な課題に対応できるよう，地域の多様な主体

との連携・協働によるネットワークの構築を一層推進していくことが必要である」

としています。 

                                                   
※4 様々な困難を抱える人を，社会的に排除せず取り込むこと 
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２ これまでの取組の成果と課題 

 本市においてはこれまで，生涯学習の基盤整備や環境整備に取り組み，平成２５年度

からは地域で学び，地域で育て，地域をつくる「第２次宇都宮市地域教育推進計画」を

策定し，学びを通した人づくり，絆づくり，地域づくりを進めてきました。 

 

「第２次宇都宮市地域教育推進計画」に基づき各種施策・事業に取り組んできた結果，

現れてきた成果や課題について，以下の通りまとめました。 

 

基本目標Ⅰ：一人ひとりが人間力※5を高めるため，主体的に学習活動に取り組んで

います。（人づくり） 

基本指標①：学習活動をしている市民の割合 

 

 

 

 

・ 市民大学，生活課題解決型講座，コミュニケーション力向上事業など，市民の高

度で専門的な学習意欲に応える講座や，生活課題の解決に資する講座など，多様な

学習機会の提供が進められています。 

・ 市民の学習活動が活性化しているとは言えない状況となっており，ＩＣＴを活用

した周知や募集方法，幅広い開催日時等の設定など，多くの市民が参加しやすい講

座運営が必要となっています。 

 

基本目標Ⅱ：市民が家庭や地域など身近な場所で，積極的に子どもの育ちなどの教

育活動に関わっています。 

基本指標②：放課後子ども教室に係る延べ地域活動者数 

 

 

 

 

・ 「親学」や魅力ある学校づくり地域協議会活動，宮っ子ステーション事業などの

推進により，家庭教育支援の充実や学校と地域のより良い関係構築が図られてきて

います。 

・ 地域活動者数は一定増加してきたものの，目標は達成できていないため，引き続

き家庭・地域における教育活動への支援の強化が必要です。 

 

                                                   
※5 自己の内面を育み，かつ，自分自身だけの成長にとどまることなく，その気づきや学びを多くの人に伝え，さらに

は，明るい豊かな社会の創造に寄与する総合的な力 

平成２３年度  平成２８年度 平成２９年度（目標値） 

４３．２％ ３８．４％ ４８．４％ 

平成２３年度  平成２８年度 平成２９年度（目標値） 

１４，１７６人 ２３，７３９人 ３７，４３８人 
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基本目標Ⅲ：学びを通じて，多様な主体がつながり，様々な場面で地域社会づくり

に貢献しています。 

基本指標③：地域活動やボランティア活動に参加している市民の割合 

 

 

 

 

・ まちづくりセンター事業や地域学講座の実施など，多様な主体の活動の活性化

や，各地域の生涯学習センターにおいて市民が身近な地域の魅力や課題に気づく

学習機会の提供が図られています。 

・ 人材バンクを構築し，登録者は徐々に増加してきていますが，地域活動やボラ

ンティア活動に参加している市民の割合はほぼ横ばいで，学んだ成果を実際の活

動に十分に結び付けられているとは言えない状況であるため，人材バンクの活用

促進を図るとともに，「学びと活動の循環」を促進する取組が必要です。 

 

平成２３年度  平成２８年度 平成２９年度（目標値） 

５６．６％ ５６．５％ ６０．０％ 
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３ 市民意識調査※6の結果 

ア 人づくり全般について 

これからの社会を生き抜くために必要な力については，「健康な体をつくる姿勢」

や「よりよい人間関係を築く力」が多く，今後身につけたい力は，「いろいろな課題

に挑戦する意欲」が約５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
※6 Ｈ２８ 宇都宮市社会教育・生涯学習に関する市民意識調査 

3.1%

6.4%

8.0%

10.5%

10.9%

23.6%

29.3%

29.5%

29.8%

31.0%

46.6%

47.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

その他

善悪を正しく判断できる力

自分でやったことは自分で責任を取る姿勢

社会や集団のルールを守る姿勢

伝統や文化を重んじる姿勢

ものごとを整理して考え，解決できる力

目標に向かって努力する姿勢

よりよい人間関係を築く力

新しいものをつくり出そうとする意欲

健康な体をつくる姿勢

いろいろな課題に挑戦する意欲

今後身につけたい力

2.9%

2.2%

4.3%

8.8%

17.8%

27.9%

28.7%

31.9%

32.0%

36.2%

50.7%

52.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無回答

その他

伝統や文化を重んじる姿勢

新しいものをつくり出そうとする意欲

いろいろな課題に挑戦する意欲

目標に向かって努力する姿勢

ものごとを整理して考え，解決できる力

社会や集団のルールを守る姿勢

善悪を正しく判断できる力

自分でやったことは自分で責任を取る姿勢

よりよい人間関係を築く力

健康な体をつくる姿勢

これからの社会を生抜くため必要な力
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イ 生涯学習について 

現在，何らかの学習や文化・スポーツ活動をしていると答えた市民の割合は４割

未満であり，前回（Ｈ２３）の調査より５ポイント低下しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，学習・文化・スポーツ活動をしている人のうち，現在の活動について「友

人・知人・家族から聞いて」知った人が最も多く，活動につながるためには，友人

や知人など直接人から得た情報が有効であることが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.3%

7.3%

1.0%

3.2%

5.4%

6.1%

7.1%

11.7%

11.9%

12.7%

13.6%

14.6%

17.5%

20.4%

55.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

無回答

その他

マナビスで検索して

宇都宮市のホームページを見て

生涯学習センターなどに自分で問い合わせて

文化祭などのイベントをきっかけに

ＳＮＳ(TwitterやFacebookなど)をきかっけに

生涯学習センターなどでチラシや掲示板を見て

雑誌やフリーペーパーなどで見て

回覧板や掲示板など，自治会からの情報を見て

インターネット上の口コミサイトなどで見て

新聞記事で取り上げられているのを見て

地域の人から聞いて

広報うつのみやの記事を見て

友人・知人・家族などから聞いて

現在の活動を知ったきっかけ

43.2%

38.4%

56.2%

59.3%

0.6%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

Ｈ２３

Ｈ２８

学習・文化・スポーツ活動

している していない 無回答
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ウ 家庭・地域の教育力について 

家庭の教育力※7の低下について，「思う」，「だいたい思う」と答えた市民の割合は

６割を超えましたが，過去の市民意識調査との比較では，平成１９年度は 83.1%，

平成２３年度は 70.1％であり，改善傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，地域の教育力※8の変化について，過去の市民意識調査との比較では，「以前

に比べて低下している」と答えた市民の割合が平成１９年度は 55.6％，平成２３年

度は 47.5%，平成２８年度は 41.2％と低くなってきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
※7 子どもが生きていく上で必要となる基本的な資質や能力を育む，それぞれの家庭が持つ総合的な力 

※8 地域社会の持続的な発展に必要となる，地域住民の「豊かな人間性」や「社会の構成員としての規範意識」などを

育む，地域の総合的な力 

47.5%

41.2%

16.2%

13.6%

6.6%

12.7%

29.7%

32.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

Ｈ２３

Ｈ２８

地域の教育力

以前に比べ低下している 以前と変わらない 以前と比べて向上している わからない・無回答

37.7%

42.0%

32.4%

24.2%

22.3%

14.8%

3.4%

4.4%

4.2%

14.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

Ｈ２３

Ｈ２８

家庭の教育力の低下

思う だいたい思う あまり思わない 思わない 分からない・無回答
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オ 学習成果の活用について 

    生涯学習が生かされているかどうかについて，学んだあとに活動につなげている

人の割合は 31.7％，活動したいが実現できていない人は 24.1％であり，学んだ人の

うち半数程度の人が，その後の活動への意欲があるという結果になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

    また，学んだ成果をもとに活動するためには，どんなサービスが役に立つかにつ

いては，「身につけた知識を実践しているサークル・団体の紹介」が４割で最も多く，

学習の提供と併せて，学んだ人を新たな仲間や集団などにつなげていくことが，そ

の後の活動にもつながってくる事がわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.6%

7.4%

24.7%

40.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他・無回答

身につけた知識をさらに広げるための図書などの紹介

身につけた知識をさらに広げるための講座の紹介

身につけた知識を実践しているサークル・団体の紹介

活動するために役立つサービス

10.5%

46.5%

24.1%

31.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

3 学んでいない・活動する気はない

2 学んだのちに活動をしたいが実現できていない

1 学んだあとに活動をしている

学んだ成果の活用
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４ 今後の地域教育推進の課題 

社会情勢の変化，国・県の動向，宇都宮市における取組の成果と課題，市民意識調査

の結果などから導き出された今後の地域教育推進の課題は以下の通りです。 

 （１）学びを通して，個人の教養や社会性向上など，人間力を高めることが必要 

    社会環境が激しく変化する中，地域住民一人ひとりがより豊かな人生を送るため

には，学ぶことや人とつながることにより自立した人間として主体的に判断し，多

様な人々と協働しながら新たな価値を創造するなど，人間力を高めることのできる

学習環境を整える必要があります。 

・参加しやすい学習環境が必要 

・社会性や適応力を高める学習機会が必要 

・仲間づくりや交流機会の充実が必要 

 （２）地域を構成する各主体が連携・協働して子どもたちを育むことが必要 

   地域におけるコミュニティ意識の希薄化が進み，家庭や地域の教育力の低下が懸

念される中，地域社会が発展していくためには，地域を構成する主体である家庭，

学校，地域団体，企業などが子どもを育む教育活動を通じて交流し，地域コミュニ

ティの活性化を進めていく必要があります。 

・地域と学校の連携・協働が必要 

・行政や各種団体などが連携した家庭教育の支援が必要 

 （３）市民の学習成果を様々な活動につなげる支援が必要 

少子超高齢社会や人口減少，人々の価値観やニーズの多様化などが進む社会情勢

の中，地域の課題を解決しながら持続可能な地域社会を構築するためには，誰もが

学びを通して身につけた知識や技術を生かし，様々な場面で社会参画していくこと

が必要です。 

・社会参画へのきっかけづくりが必要 

・多様な主体と人々をつなぐ取組が必要 

（４）社会的課題に対応した取組の推進が必要 

貧困や格差，地域コミュニティの変容など，社会的な課題が広範囲かつ複雑化し，

今後，求められる能力も変化していくことが見込まれる中，社会の変化に柔軟に対

応しながら社会で活躍できる人材を育成するためには，今日的な課題に対応した学

習の機会を充実する必要があります。 

・今日的課題に対応した取組が必要 
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第３章 基本的な考え方 

１ 基本理念 

市民一人ひとりが，自己の人格を磨き，豊かな人生を送ることができるよう，「今後

の地域教育推進の課題」として抽出した課題を整理統合し，導き出された本計画の目指

す姿を「基本理念」として以下の通り定めます。 

 

『学びを通して，社会の変化に対応できる高い人間力を 

育むとともに，地域ぐるみの教育活動により一人ひとりが 

活躍する社会を実現する。』 

 

 

 

○ 学びを通して個人の人間力を高めます。 

「学びを通して，社会の変化に対応できる高い人間力を育む」は課題の「学びに

よる人間力の向上」に対応し，学びを通して，人々の交流を生み，他者と協働して

社会を支えることができる人間力の高い人材を育成します。 

 

   ○ 地域の教育活動や一人ひとりの活躍を地域ぐるみで支えます。 

「地域ぐるみの教育活動により一人ひとりが活躍する社会を実現する」は課題の

「地域・学校・家庭の連携協力」，「学習成果の活用の促進」に対応し，学んだ成果

を生かして，大人も子どもも学び合う教育活動など，様々な場面で意欲的に活躍す

る人々を地域ぐるみで支えます。 

 

○ 社会の変化に対応し強く生きる力を育みます。 

基本理念全体として，課題の「社会の変化に対応した取組」に対応し，めまぐる

しく変化する社会に柔軟に対応しながら，人々が生きがいをもって暮らすことがで

きる社会の実現を目指します。 
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２ 基本目標 

「基本理念」の実現に向け，４つの課題を解決した状態を整理し，以降の通り「基本

目標」として定めるとともに，「基本目標」ごとにその達成状況を数値で示すものとし

て，「基本指標」を設定します。 

 

基本目標Ⅰ 一人ひとりが自己の実現や生活の向上，地域社会の発展に 

向けて主体的に学習活動に取り組んでいます。 

 

超高齢化やグローバル化の進行，ＩＣＴの劇的な進化など，社会環境の変化に

よって，求められる能力も変化していきます。こうした社会において，個人が生

涯を通して生きがいを持って活躍していくためには，一人ひとりが積極的に学び

続け，必要とされる知識や技術を身につけていくことが重要であることから，市

民一人ひとりが自己の実現や生活の向上，地域社会の発展のため学習に取り組ん

でいくことを目標とします。 

 

基本指標① 学習活動をしている市民の割合 

38.4％(2016(Ｈ28))     43.2％(2022(Ｈ34))     50.0％(2027(Ｈ39)) 

    ※ 宇都宮市生涯学習・社会教育に関する市民意識調査 

 

 

基本目標Ⅱ 地域・学校・家庭が相互に連携・協力し，地域全体で学び合い 

育ち合う教育活動に取り組んでいます。 

     

地域における人と人とのつながりや連帯感，支えあいの意識が希薄化し，家庭・

地域の教育力や地域コミュニティ機能の低下がますます進行することが懸念され

ています。このような中，地域社会が発展していくためには，個人の学習はもと

より，個人が属する家庭をはじめ，地域で活動する各主体が連帯感を創出し，身

近な地域コミュニティの活性化が重要であることから，本計画では，地域の人々

が子どもを育む教育活動を通じて交流し，子どもも大人も，地域全体で学び合い

育ち合う教育活動に取り組むことを目標とします。 

 

基本指標② 地域における学習支援や体験活動等の教育活動に参加した 

児童・生徒数 

123,358人(2016(Ｈ28))   165,000人(2022(Ｈ34))   170,000人(2027(Ｈ39)) 

※ 宇都宮市行政評価 
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基本目標Ⅲ 多様な主体や人がつながりを深め，様々な場面で学んだ成果を 

生かして活動しています。 

     

社会環境がめまぐるしく変化し，人々の価値観やニーズも一層多様化していく

ことが考えられます。こうした社会において，地域課題の解決や地域社会の活性

化などの取組を促進するためには，誰もが学びを通して身につけた知識や技術を

生かし社会参画する「学習と活動の循環」が重要であることから，多様な主体と

人々がつながることで社会参画のきっかけを作り，一人ひとりが学んだ成果を生

かして様々な場面で活動することを目指します。 

 

基本指標③ 学んだことを生かして活動をしている市民の割合 

31.7%(2016(Ｈ28))     38.0％(2022(Ｈ34))     45.0％(2027(Ｈ39)) 

※ 宇都宮市生涯学習・社会教育に関する市民意識調査 

 

 

３ 重点事業の考え方 

 

計画に位置づける「事業・取組等」のうち，基本施策を代表する基幹的な事業や，基本

施策の目標達成に向け，特に効果が高いと考えられる事業を「重点事業」として位置づけ

ます。 

なお，「重点事業」には，本計画の目指す姿として掲げた「基本理念」に関連が深く，

地域教育を推進する上で先導性の高い事業を位置づけるものとし，基本指標の達成に

向け目標値を設定し，積極的に推進していきます。 
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４ 計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策１ 主体的な学習活動への支援 

施策２ 社会性を高める学習の推進 

施策３ 今日的課題に対応した取組の推進 

施策４ 家庭教育支援の充実 

施策５ 地域と学校の連携・協働による教育活動の充実 

施策６ 子どもも大人もともに学び育つ教育活動の充実 

 

施策７ 多様な主体による学習機会の提供 

施策８ 学習活動を支える人材の育成 

多様な主体や人がつながりを深め，様々な場面で学んだ成果を生かして活動しています。 

基本目標Ⅲ 

施策９ 郷土愛や地域理解を促進する取組の推進 

 

『学びを通して，社会の変化に対応できる高い人間力を育むとともに，地域ぐるみの教育 

活動により，一人ひとりが活躍できる社会を実現する。』 

基 本 理 念 

一人ひとりが自己の実現や生活の向上，地域社会の発展に向けて主体的に学習活動に取り組

んでいます。 

基本目標Ⅰ 

地域・学校・家庭が相互に連携・協力し，地域全体で学び合い育ち合う教育活動に取り組んでい

ます。 

基本目標Ⅱ 
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第４章 施策の展開 

  基本理念や基本目標の実現に向け，今後取り組む施策・事業と，重点事業の目標値 

を設定します。 

 

 

 

 

 

地域社会を構成する市民一人ひとりの自己の実現や生活の向上を図るためには，まず

個人が自ら積極的に学ぶことが重要です。市民意識調査の結果では，参加しやすい曜日・

時間帯の講座の開催や，講座やイベントなどの情報提供についての要望が多く見られ，

学習機会の企画において参加しやすさへの対応や効果的な情報提供が求められています。 

このため，多様な学習機会や，学習情報提供・学習相談などの充実を図るなど，全て

の市民の主体的な学習活動を促進・支援するための事業を実施します。 

また，誰もが気軽にかつ快適に図書館を利用することができ，生涯にわたり読書に親

しむ機会を提供するなど，市民の読書活動の充実に取り組みます。 

事業 

番号 
事業・取組等 担当課 

資料編 

参照頁 

１ 

重点 
生涯学習センター等における学習機会の充実 生涯学習課 ３１ 

２ 

重点 
ＩＣＴに対応した学習の推進【新規】 生涯学習課 ３１ 

３ 健康づくりを支援する取組の充実【新規】 
生涯学習課 

高齢福祉課 
３１ 

４ 学習情報提供事業・学習相談事業の充実 生涯学習課 ３１ 

５ 宇都宮市民大学の充実 生涯学習課 ３２ 

６ 地域教育メッセの充実 生涯学習課 ３２ 

７ 高齢者の生きがいづくりの推進 
生涯学習課 

高齢福祉課 
３２ 

８ 読書活動の充実 中央図書館 ３２ 

 １ 図書館におけるＩＣＴの導入の促進 中央図書館 ３２ 

 ２ 子どもの読書活動の推進 中央図書館 ３２ 

 ３ 図書館の環境整備の推進 中央図書館 ３３ 

９ 図書館レファレンス※9サービスの利用促進 中央図書館 ３３ 

                                                   
※9 利用者の求めに応じて，情報や資料を提供することにより援助すること 

施策１ 主体的な学習活動への支援 

基本目標１ 

向けた取組の

充実 

 

一人ひとりが自己の実現や生活の向上，地域社会の発展に向けて 

主体的に学習活動に取り組んでいます。 
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重点事業の目標値 

事業番号１ 生涯学習センター等における学習機会の充実 

指標名 2016（平成 28）年度 2022（平成 34）年度 

生涯学習センター等の利用者数 １，７６２千人 １，８００千人 

事業番号２ ＩＣＴに対応した学習の推進 

指標名 2016（平成 28）年度 2022（平成 34）年度 

ＩＣＴを活用し提供した講座数 ― 講座 １０講座 

 

 

 

 

 

変化の激しい社会を生きていく上では，主体的に自らの課題を認識し，多様な人と協

働しながら様々な課題や問題を解決していく力が必要となります。 

そのため，身近な生活課題の解決につながる講座やコミュニケーション力向上学習な

ど，市民一人ひとりの課題を解決する能力や人間関係を形成する力の向上に向けた学習

を推進します。 

 

事業 

番号 
事業・取組等 担当課 

資料編 

参照頁 

１０ 

重点 
生活課題解決型講座の充実 生涯学習課 ３３ 

１１ 大学生等の参画による多世代交流の推進【新規】 生涯学習課 ３３ 

１２ コミュニケーション力向上学習の推進 生涯学習課 ３３ 

１３ 子どもの体験活動・体験学習機会の充実 
子ども未来課 

生涯学習課 
３４ 

１４ 大人に対する人づくり啓発事業の実施 教育企画課 ３４ 

 

重点事業の目標値 

事業番号１０ 生活課題解決型講座の充実 

指標名 2016（平成 28）年度 2022（平成 34）年度 

生活課題解決型講座受講者数 ２，６６９人 ２，８００人 

施策２ 社会性を高める学習の推進 
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  社会環境が激しく変化し，地域社会が抱える課題が複雑化する中，社会で活躍する人

材を育成するためには，地域における人づくりにおいて解決すべき課題に対応していく

ことが必要です。 

このため，関係機関と連携しながら，今後の社会環境の変化においても必要な知識や

技術を学ぶことができるよう，今日的課題に対応した学習機会の充実に取り組みます。 

 

事業 

番号 
事業・取組等  担当課 

資料編 

参照頁 

１５ 

重点 
様々な困難を有する人の学習活動への支援【新規】 

生涯学習課 

中央図書館 
３４ 

再掲 ＩＣＴに対応した学習の推進【新規】 生涯学習課 ３１ 

１６ 
ＮＰＯ・大学・企業等と連携した学習の推進 

【新規】 
生涯学習課 ３４ 

１７ 学び直しの支援【新規】 生涯学習課 ３４ 

１８ 人権教育の推進 
生涯学習課 

男女共同参画課 
３５ 

１９ 超高齢化社会に対応した学習の推進 
生涯学習課 

高齢福祉課 
３５ 

２０ 多文化共生に向けた教育の推進 
生涯学習課 

国際交流プラザ 
３５ 

２１ 
ワーク・ライフ・バランス※10の理解に向けた啓発事

業の実施 
男女共同参画課 ３５ 

 

重点事業の目標値 

事業番号１５ 様々な困難を有する人の学習活動への支援 

指標名 2016（平成 28）年度 2022（平成 34）年度 

様々な困難を有する人への学習提供数 ― 回 １０回 

 

                                                   
※10 仕事，家庭生活，地域生活，個人の自己啓発など，様々な活動について，自らが希望するバランスで展開できる

状態 

施策３ 今日的課題に対応した取組の推進 
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  地域全体で取り組む教育活動の推進においては，子どもの教育の出発点となる家庭の

教育力の向上が必要ですが，市民意識調査の結果では，家庭の教育力が低下していると

感じている市民の割合は，依然として高い数値を示しており，その対応が求められてい

ます。 

これまでの子育て家庭に対する家庭教育支援はもとより，親同士の交流の促進や，関

係機関が連携して家庭教育支援の強化を図る仕組みづくりなどに取り組みます。 

 

事業 

番号 
事業・取組等 担当課 

資料編 

参照頁 

２２ 

重点 
家庭教育支援講座の充実 生涯学習課 ３５ 

２３ 家庭教育支援活動者の育成【新規】 生涯学習課 ３６ 

２４ 訪問型家庭教育支援の仕組みづくり【新規】 生涯学習課 ３６ 

２５ 「親学」の推進 生涯学習課 ３６ 

 

重点事業の目標値 

事業番号２２ 家庭教育支援講座の充実 

指標名 2016（平成 28）年度 2022（平成 34）年度 

家庭教育支援に係る講座等の 

実施回数 
４１回 ６０回 

 

 

 

 

 

 

 

施策４ 家庭教育支援の充実 

基本目標２ 

向けた取組の

充実 

 

地域・学校・家庭が相互に連携・協力し，地域全体で学び合い 

育ち合う教育活動に取り組んでいます。 
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地域・学校・家庭が連携・協力した教育活動に取り組んでいくためには，地域の学び

舎である学校を中心として，地域が一体となって進めていくことが必要です。 

地域の教育力を活かして学校を支援することで，学校における子どもの教育環境が充

実するとともに，地域の教育力の向上により，さらなる活動につながっていくことが期待

されることから，地域と学校が連携・協働しながら，地域全体で子どもの成長を支える教

育活動に取り組みます。 

 

事業 

番号 
事業・取組等 担当課 

資料編 

参照頁 

２６ 

重点 
魅力ある学校づくり地域協議会活動の充実 

生涯学習課 

学校教育課 
３６ 

２７ 地域における学習支援活動の推進【新規】 生涯学習課 ３６ 

２８ 「街の先生」活動事業の推進 学校教育課 ３７ 

 

重点事業の目標値 

事業番号２６ 魅力ある学校づくり地域協議会活動の充実 

指標名 2016（平成 28）年度 2022（平成 34）年度 

魅力ある学校づくり地域協議会に

よる学校教育支援活動数 
９０９回 ９５０回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策５ 地域と学校の連携・協働による教育活動の充実 
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地域全体で学び合い育ち合う教育活動の推進にあたっては，地域における教育活動を

通して，子どもだけでなく，大人同士もつながり，交流が図られることが重要です。 

そのため，地域で子どもたちの健やかな成長を支えることにより，大人たちも学び育

つ環境づくりに向けた事業に取り組みます。 

 

事業 

番号 
事業・取組等 担当課 

資料編 

参照頁 

２９ 

重点 
宮っ子ステーション事業の充実 生涯学習課 ３６ 

再掲 地域における学習支援活動の推進【新規】 生涯学習課 ３６ 

３０ 学校を場とした地域の交流促進【新規】 生涯学習課 ３７ 

再掲 「親学」の推進 生涯学習課 ３６ 

再掲 大人に対する人づくり啓発事業の実施 教育企画課 ３４ 

３１ 子育てサロンの推進 保育課 ３７ 

 

重点事業の目標値 

事業番号２９ 宮っ子ステーション事業の充実 

指標名 2016（平成 28）年度 2022（平成 34）年度 

宮っ子ステーション実施校区数 ５２校区 ６７校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策６ 子どもも大人もともに学び育つ教育活動の充実 
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学びを通して人々がつながりを深め，様々な場面での活動を促進するためには，学ん

だ人と多様な活動主体がつながるきっかけ作りや，社会教育関係団体等の活性化，学習

成果を発表する場の充実などが重要です。 

そのため，全ての学んだ人材が学習成果を生かす機会にめぐり合えるよう，多様な主

体と連携した学習機会の提供や，各主体の活動につなぐ仕組みづくりの促進に向けた事

業に取り組みます。 

 

事業 

番号 
事業・取組等 担当課 

資料編 

参照頁 

再掲 

重点 

ＮＰＯ・大学・企業等と連携した学習の推進 

【新規】 
生涯学習課 ３４ 

３２ 学習成果を活用した講座等の推進【新規】 生涯学習課 ３７ 

３３ 社会教育関係団体との連携 生涯学習課 ３８ 

再掲 地域教育メッセの充実 生涯学習課 ３２ 

３４ 人材バンクの充実 
生涯学習課 

みんなでまちづくり課 
３８ 

３５ まちづくりセンター事業の推進 みんなでまちづくり課 ３８ 

３６ みやシニア活動センター事業の実施 高齢福祉課 ３８ 

３７ 地域スポーツクラブの育成支援 スポーツ振興課 ３８ 

 

重点事業の目標値 

事業番号１６（再掲） ＮＰＯ・大学・企業等と連携した学習の推進 

指標名 2016（平成 28）年度 2022（平成 34）年度 

企業等と連携した講座開催数 ２４講座 ４０講座 

 

施策７ 多様な主体による学習機会の提供 

基本目標３ 

向けた取組の

充実 

 

多様な主体や人がつながりを深め，様々な場面で学んだ成果を生か

して活動しています。 
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市民の生活スタイルやニーズが多様化する中，学習成果を活用した活動を促進するた

めには，学んだ成果を生かして他者の学習活動を支えることができる人材を育成し，学

習と活動の循環を一層促進することが重要です。 

市民がそれぞれ持っている特性や培ってきた知識・経験を生かして地域における学習

活動の推進に関わることは，住民主体の地域づくりに寄与するとともに，自己の気づき

や学びを自分自身の成長にとどめず多くの人に伝え，他者の学びを支援することにより，

自らの新たな気づきや更なる成長につながることから，意欲を持って地域の学習活動を

支える人材の育成に取り組みます。 

 

事業 

番号 
事業・取組等 担当課 

資料編 

参照頁 

再掲 

重点 
家庭教育支援活動者の育成【新規】 生涯学習課 ３６ 

３８ 子どもの体験活動指導者の育成【新規】 生涯学習課 ３９ 

３９ 社会教育主事の養成・活用促進 生涯学習課 ３９ 

４０ 講座企画・運営ボランティアスタッフの育成 生涯学習課 ３９ 

再掲 魅力ある学校づくり地域協議会活動の充実 生涯学習課 ３６ 

 

重点事業の目標値 

事業番号２２（再掲） 家庭教育支援講座の充実 

指標名 2016（平成 28）年度 2022（平成 34）年度 

家庭教育支援に係る講座等の実施

回数 
４１回 ６０回 

 

 

 

 

 

 

 

施策８ 学習活動を支える人材の育成 
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 学習活動やその成果を生かした地域社会への参画を促進するためには，まず，全ての市

民が，自らの住む地域の歴史や文化，産業など，地域の特性を知り，地域に愛着と誇りを

持つことが必要です。 

そのため，地域貢献意欲の基盤となる，郷土愛や地域理解を促進する事業に取り組みま

す。 

 

事業 

番号 
事業・取組等 担当課 

資料編 

参照頁 

４１ 

重点 
地域学講座の充実 

生涯学習課 

みんなでまちづくり課 
３９ 

４２ 外国人住民に向けた地域理解促進【新規】 
生涯学習課 

国際交流プラザ 
３９ 

４３ 歴史文化資源周知啓発事業の推進【新規】 文化課 ４０ 

４４ 
地域かがやきプロジェクト事業による地域課題解決

学習の推進 
生涯学習課 ４０ 

４５ 成人式における地域交流事業の推進 生涯学習課 ４０ 

再掲 図書館レファレンスサービスの利用促進 中央図書館 ３３ 

４６ 宇都宮伝統（ふるさと）文化継承事業の推進 文化課 ４０ 

 

 

重点事業の目標値 

事業番号４１ 地域学講座の充実 

指標名 2016（平成 28）年度 2022（平成 34）年度 

地域学講座の受講者数 ６８０人 ８００人 

 

施策９ 郷土愛や地域理解を促進する取組の推進 
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第５章 計画の推進 

本計画をより実効性のあるものとするため，行政内部の推進体制を整備するとともに，

地域の住民や企業，各種団体などとの連携により，効果的に計画を推進していきます。 

１ 計画の進行管理 

全庁をあげて地域教育を推進していくため，「地域教育の推進に係る関係課長等会

議」において，本計画における取組の進捗状況の確認を行うとともに地域教育推進の

ための協議・検討を行っていきます。 

また，進捗状況については，学識経験者や学校教育関係者，社会教育関係者などか

らなる「社会教育委員の会議」へ報告し，意見を聴取します。 

２ 社会的関心の高まりへの対応 

 市民が心豊かに安心安全な市民生活を送るためには，激しく変化する社会環境の中

で，必要性の高まっているテーマについて知識等を得ることが必要であり，社会教育

行政としては今日的課題に即応した学習機会を提供していく役割があります。 

そのため，「宇都宮市生涯学習推進本部」や「社会教育委員の会議」において，社会

的に関心が高まっている学習テーマについての協議・検討を行うとともに，そのテー

マを所管する関係部局との連携・協働により学習機会の提供に努めます。 

３ 生涯学習振興行政との関係 

教育委員会や市長部局など本市が実施する生涯学習に資する事業（本計画の事業を

含む。）を総合的に推進する生涯学習振興行政については，「宇都宮市生涯学習推進本

部」を中心に積極的に取り組みます。 

４ 計画の推進体制 

本計画に位置づけられている施策・事業は，行政だけで実施できるものではなく，

市民，学校，家庭，企業，市民団体などの様々な主体と協力しあいながら取り組むこ

とが必要です。 

こうしたことから，より良い地域社会の実現に向けた施策・事業を推進するため，

地域における各主体の特性を認識・尊重しながら，積極的な連携・協働を図ります。 
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地域教育推進計画の推進体制イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の推進体制 

［地 域］ 

［行 政］ 

計画の進行管理体制 

［庁 外］ 

［庁 内］ 

地域教育の推進に係る関係課長

等会議 
 

【主な役割】 

 進捗状況の確認・助言 

社会の要請についての協議・検討 

生涯学習課（事務局） 
 
【主な役割】 

 事業実施機関との連携・支援 

 関係部局との連絡調整 

社会教育委員の会議 
【構成】 

 学識経験者，学校教育関係者，社会

教育関係者 

【主な役割】 

 進捗状況に関する意見・助言 

社会の要請についての協議・検討 

 

報告 

意見聴取 

 

生涯学習 

センター 
図書館 

計画における取組 

社会の変化等外的要因 
報告 

助言 

庁内関係各課 
【主な役割】 

 各課個別テーマの学習の推進 

連携 

方向性 

の提示 
人材かがやきセンター 

（生涯学習課） 

連携・協働 

学校 

行政 市民 

市民団体 

施策・事業 企業 家庭 

 

連携 

協働 

事業実施 

状況報告 

地域を構成する１セ

クターとしての役割 



 

 

■ 資 料 編 ■ 
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 １　計上事業一覧
基本目標Ⅰ　一人ひとりが自己の実現や生活の向上，地域社会の発展に向けて主体的に学習活動に取り組んでいます。

施策 重点 新規 事業・取組等 所管課

１　主体的な学習活動への支援

● 生涯学習センター等における学習機会の充実 生涯学習課

● ● ＩＣＴに対応した学習の推進 生涯学習課

● 健康づくりを支援する取組の充実
生涯学習課
高齢福祉課

学習情報提供事業・学習相談事業の充実 生涯学習課

宇都宮市民大学の充実 生涯学習課

地域教育メッセの充実 生涯学習課

高齢者の生きがいづくりの促進
生涯学習課
高齢福祉課

読書活動の充実 中央図書館

１ 図書館におけるＩＣＴの導入の促進 中央図書館

２ 子どもの読書活動の推進 中央図書館

３ 図書館の環境整備の推進 中央図書館

図書館レファレンスサービスの利用促進 中央図書館

２　社会性を高める学習の推進

● 生活課題解決型講座の充実 生涯学習課

● 大学生等の参画による多世代交流の推進 生涯学習課

コミュニケーション力向上学習の推進 生涯学習課

子どもの体験活動・体験学習機会の充実
子ども未来課
生涯学習課

大人に対する人づくり啓発事業の実施 教育企画課

３　今日的課題に対応した取組の推進

● ● 様々な困難を有する人の学習活動への支援
生涯学習課
中央図書館

● ＩＣＴに対応した学習の推進 生涯学習課

● ＮＰＯ・大学・企業等と連携した学習の推進 生涯学習課

● 学び直しの支援 生涯学習課

人権教育の推進
生涯学習課

男女共同参画課

超高齢化社会に対応した学習の推進
生涯学習課
高齢福祉課

多文化共生に向けた教育の推進
生涯学習課

国際交流プラザ

ワーク・ライフ・バランスの理解に向けた啓発事業の実施 男女共同参画課

基本目標Ⅱ　地域・学校・家庭が相互に連携・協力し，地域全体で学び合い育ち合う教育活動に取り組んでいます。

施策 重点 新規 事業・取組等 所管課

４　家庭教育支援の充実

● 家庭教育支援講座の充実 生涯学習課

家庭教育支援活動者の育成 生涯学習課

● 訪問型家庭教育支援の仕組みづくり 生涯学習課

「親学」の推進 生涯学習課

５　地域と学校の連携・協働による教育活動の充実

● 魅力ある学校づくり地域協議会活動の充実
生涯学習課
学校教育課

● 地域における学習支援活動の推進 生涯学習課

「街の先生」活動事業の推進 学校教育課

６　子どもも大人もともに学び育つ教育活動の充実

● 宮っ子ステーション事業の充実 生涯学習課

● 地域における学習支援活動の推進 生涯学習課

● 学校を場とした地域の交流促進 生涯学習課

「親学」の推進 生涯学習課

大人に対する人づくり啓発事業の実施 教育企画課

子育てサロンの推進 保育課

１７

３１

２２

２７

２８

２９

２４

２５

２６

１０

１３

１８

２０

再掲

６

８

１５

７

１２

１１

１９

１６

２１

番号

番号

１

２

４

５

３

９

再掲

１４

２３

再掲

３０

再掲
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基本目標Ⅲ　多様な主体や人がつながりを深め，様々な場面で学んだ成果を生かして活動しています。

施策 重点 新規 事業・取組等 所管課

７　多様な主体による学習機会の提供

● ● ＮＰＯ・大学・企業等と連携した学習の推進 生涯学習課

● 学習成果を活用した講座等の推進 生涯学習課

社会教育関係団体との連携 生涯学習課

地域教育メッセの充実 生涯学習課

人材バンクの充実
生涯学習課

みんなでまちづくり課

まちづくりセンター事業の推進 みんなでまちづくり課

みやシニア活動センター事業の実施 高齢福祉課

地域スポーツクラブの育成支援 スポーツ振興課

８　学習活動を支える人材の育成

● ● 家庭教育支援活動者の育成 生涯学習課

● 子どもの体験活動指導者の育成 生涯学習課

社会教育主事の養成・活用促進 生涯学習課

講座企画・運営ボランティアスタッフの育成 生涯学習課

魅力ある学校づくり地域協議会活動の充実 生涯学習課

９　郷土愛や地域理解を促進する取組の推進

● 地域学講座の充実
生涯学習課

みんなでまちづくり課

● 外国人住民に向けた地域理解促進
生涯学習課

国際交流プラザ

● 歴史文化資源周知啓発事業の推進 文化課

地域かがやきプロジェクト事業による地域課題解決学習の推進 生涯学習課

成人式における地域交流事業の推進 生涯学習課

図書館レファレンスサービスの利用促進 中央図書館

うつのみや伝統（ふるさと）文化継承事業の推進 文化課

再掲

番号

３５

再掲

３２

再掲

３８

再掲

３３

４２

４６

４０

４３

４４

４５

再掲

３６

４１

３９

３４

３７
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２ 事業・取組等調書 

事業番号１ 重 点 生涯学習センター等における学習機会の充実 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

市民一人ひとりが学びを通して人とつながり，豊かな人生を送れるよ

う，市民ニーズに応じた学びの機会や場を提供することや，土日・夜間

の講座開催など，より参加しやすい環境整備に取り組むことにより，全

ての市民の事業への参加を促進する。 

 

 

事業番号２ 重 点 新 規 ＩＣＴに対応した学習の推進 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

ＩＣＴの進展に伴う市民の社会生活の変容に対応するため，情報機器を

介した講座の提供など，時間や場所を問わずに学べる環境を整えること

で，主に生涯学習センターの利用が少ない若年層等の主体的な学習活動

や生涯学習事業への関心を持つきっかけを創出するとともに，主に高齢

者や子育て世代等を対象とした，情報機器の取り扱いやインターネット

の安全な利用方法など，情報技術を安全に活用し生活をより豊かにする

ための講座を実施する。 

 

 

事業番号３ 新 規 健康づくりを支援する取組の充実 

担当課 生涯学習課 高齢福祉課 

目的と概要 

市民一人ひとりが，健康で生きがいのある生活が送れるよう，各生涯学

習センターにおいて，生活習慣の改善や楽しみながら継続できる運動に

関する講座の開催，介護予防に取り組む自主グループの活動支援など，

高齢者を中心とした健康づくりを支援する取組の充実を図る。 

 

 

事業番号４ 学習情報提供事業・学習相談事業の充実 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

市民一人ひとりが自分にあった学びの機会や場を得られるよう，提供す

る情報の充実を図るとともに，市民に有用な学習情報提供の仕組みづく

り等に取り組む。また，学習相談や支援を必要とする市民が，最も適し

た学習等を選択できるようにするため，生涯学習指導員を配置して，学

習相談を実施する。 
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事業番号５ 宇都宮市民大学の充実 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

市民の生涯学習における高度で専門的な学習要求に応え，学習機会を提

供するとともに，学んだ市民がその成果を地域に還元することで，地域

社会の活性化や持続的発展が図れることを目的とし，人間性を培う深い

教養を身につけ，変化の激しい社会に対応した豊かな市民生活に資する

とともに，地域社会の一員であることを自覚し，自立した市民を育んで

いくために必要な講座の充実を図る。 

 

事業番号６ 地域教育メッセの充実 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

学んだことを生かして現在地域で活動を行っている，または，これから

行う意欲のある市民活動団体や自主学習グループと市民が交流を通し

て活動紹介・情報交換をし，今後の活動の活性化や機会づくりの場とす

るために「地域教育メッセ」を実施する。 

 

 

 

事業番号８ 読書活動の充実 

担当課 中央図書館 

目的と概要 

市民の誰もが気軽にかつ快適に図書館を利用することができ，生涯にわ

たり読書活動に親しみ，自主的に学習活動に取り組むことができるよ

う，ソフト・ハード両面から読書環境の充実を図る。  

１ 図書館におけるＩＣＴの導入の促進 

担当課 中央図書館 

目的と概要 

読書環境の充実を図るとともに，市民の読書ニーズに応えるため，高度

情報化に対応したデジタル情報及びインターネット情報提供の強化や，

蔵書管理の効率化に資する情報通信技術（ＩＣＴ）の導入を促進すると

ともに，デジタルアーカイブの推進や，電子図書の導入検討も進めてい

く。 

２ 子どもの読書活動の推進 

担当課 中央図書館 

目的と概要 

読書活動を通じ，子どもたちが，人生をより豊かに生きる力を身に付け

られるよう，小中学生への読書支援を継続する一方，読書離れが続く高

校生に対して，将来へと繋がる柔軟な考え方や生き方を培う読書の重要

性を発信し，読書推進の充実を図る。 

事業番号７ 高齢者の生きがいづくりの促進 

担当課 生涯学習課 高齢福祉課 

目的と概要 

高齢者の生きがいづくりを促進し，心身ともに健康で充実した高齢期を

過ごせるよう，生涯学習センターや老人福祉センターにおいて，健康づ

くりや趣味の講座の開催，看護師による健康相談などを実施する。 
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３ 図書館の環境整備の推進 

担当課 中央図書館 

目的と概要 

全ての市民が安全・快適に図書館を利用できるようにするため，また施

設・設備の機能向上を図るため，計画的に改修等を行うとともに，効果

的・効率的な管理運営に向け体制の充実を図る。 

 

 

事業番号９ 図書館レファレンスサービスの利用促進 

担当課 中央図書館 

目的と概要 

市民の主体的学習活動や課題解決に役立つ資料や情報を提供するため，

レファレンス事例のデータベースやパスファインダー※11 を作成すると

ともに，関係機関と連携して市民大学や地域学関連講座等の際，テーマ

に沿った資料の選書・リスト作成を行いレファレンスサービスの利用促

進を図る。 

 

 

事業番号１０ 重 点 生活課題解決型講座の充実 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

市民が学びを通じて自らの生活を改善し，より良い豊かな人生が送れる

よう，生涯学習センター等において実施してきた，具体的かつ身近な生

活課題の解決に資する講座の充実を図る。 

 

 

事業番号１１ 新 規 大学生等の参画による多世代交流の推進 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

子どもたちの社会性向上や実践的態度の習得を目指し，関係機関や大学

等と連携し，子どもの体験活動に大学生等が参画することで，子ども・

大学生・指導者等の多世代交流の機会を創出する。 

 

 

事業番号１２ コミュニケーション力向上学習の推進 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

家庭や地域，職場など，日常生活の中で良好な人間関係を築き，各コミ

ュニティ内での会話，情報交換による学びや気づきを促すため，グルー

プワークや参加者同士の意見交換など，参加交流型の学習を通じたコミ

ュニケーション力の向上に資する学習機会の充実を図る。 

 

 

 

                                                   
※11 あるテーマについての資料・情報（図書・雑誌，辞書・辞典，インターネットサイト，関連施設等）を一覧に 

したもの。 
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事業番号１３ 子どもの体験活動・体験学習機会の充実 

担当課 子ども未来課 生涯学習課 

目的と概要 

子どもたちが体験活動を通して，社会性の向上を目指すとともに，自ら

学び，自ら考える力を養うため，商店街の実際の店舗等において職業体

験を行う「キッザみや」や，各生涯学習センター・青少年活動センター

等において行われる，自然体験ものづくりや野外体験活動，科学実験な

どの体験学習機会の充実を図る 

 

 

事業番号１４ 大人に対する人づくり啓発事業の実施 

担当課 教育企画課 

目的と概要 

本市の人づくりに対する意識の高揚を図るとともに，各ライフステージ

における現状や課題を押さえながら，「学び」を通した人づくりの推進

に向け，保護者が集まる機会や事業所等における出前講座や人づくりフ

ォーラムの実施，企業等に対する宮っ子の誓いの普及啓発を行う。 

さらに，市全体で共有する人づくりの目標を策定し，既存の団体や活動

との連携を図りながら，市民一人ひとりの具体的な活動につなげられる

よう普及啓発を行う。 

 

 

事業番号１５ 重 点 新 規 様々な困難を有する人の学習活動への支援 

担当課 生涯学習課 中央図書館 

目的と概要 

高齢者や障がいのある人，経済的・家庭的な困難を有する人など，生涯

学習センターや図書館等での学習活動に参加することが困難な人が，継

続して学習し，生きがいある豊かな人生を送ることができるよう，あら

ゆる人々への学びの機会や場を提供する。 

 

 

事業番号１６ 重 点 新 規 ＮＰＯ・大学・企業等と連携した学習機会の提供 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

企業等と連携した学習機会を提供することにより，企業等が持つ最新の

技術や情報，ノウハウなどの教育力の活用を推進するとともに，企業等

と地域や学習者とを結び付け，学習した成果を活用し活躍する場の拡大

を図る。 

 

 

事業番号１７ 新 規 学び直しの支援 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

社会の変化に対応するためのスキルアップや再就職等に向けた学び直

しを支援するため，大学等の高等教育機関が実施する公開講座等の情報

提供を行うほか，高等教育機関と連携し，社会人や高齢者等の学び直し

の機会の拡充を図る。 
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事業番号１８ 人権教育の推進 

担当課 生涯学習課 男女共同参画課 

目的と概要 

ヘイトスピーチやＬＧＢＴ※12，いじめ，虐待等，人権が市民一人ひとり

の身近な問題であるとの認識を広め，お互いを尊重し合って生きること

のできる地域社会を構築するため，イベントや講座等を通して，人権意

識についての啓発・学習機会を提供する。 

 

事業番号１９ 超高齢化社会に対応した学習の推進 

担当課 生涯学習課 高齢福祉課 

目的と概要 

介護保険や医療制度など，高齢者が必要とするサービスや，知っている

と役に立つ新しい情報などについて，各種講座や講演会を開催すること

により，超高齢化社会において必要な学習を推進する。 

 

事業番号２０ 多文化共生に向けた教育の推進 

担当課 生涯学習課 国際交流プラザ 

目的と概要 

外国人住民が増加している状況を受け，言葉や生活習慣の違いなど互い

の文化的違いを認め合い，地域の一員として共に生き，共に支え合う意

識を醸成するため，生涯学習センター等における，国際交流や多文化共

生に関する学習機会の提供を推進する。 

 

事業番号２１ ワーク・ライフ・バランスの理解に向けた啓発事業の実施 

担当課 男女共同参画課 

目的と概要 

男女が共に仕事や家庭生活などにバランス良く参画できる社会を目指

して，働き方の見直しや家庭・地域への参画促進のため，仕事と育児・

介護等の両立や男性の家庭参画，女性リーダー養成など講座メニューの

充実を図るなど，仕事と生活の調和に向けた普及啓発を行う。 

 

事業番号２２ 重 点 家庭教育支援講座の充実 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

子育てをする家庭の家庭教育に対する意識の高揚を図るとともに， 

親力※13の向上を図るため，保護者の気づきを促す講座や親子双方の 

育ちを支援するための講座などについて，地域で育成した人材を活用 

し，充実を図る。 

 

 

                                                   
※12 レズビアン（Ｌ），ゲイ（Ｇ），バイセクシャル（Ｂ），トランスジェンダー（Ｔ）の頭文字を繋げたもので，性的
指向や性自認において社会の多数派と異なる人々を総称する言葉として用いられる。 

※13 家庭教育において発揮される保護者の教育力であり，「親が子どもを包み，育て，教育する総合的な力」。 
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事業番号２３ 重 点 新 規 家庭教育支援活動者の育成 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

子育てをする家庭の教育力向上を目指し，きめ細かな支援を行うため，

家庭教育サポーターと親学習プログラム指導者を統合し，地域における

家庭教育支援の活動者として育成する。 

 

 

事業番号２４ 新 規 訪問型家庭教育支援の仕組みづくり 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

地域ぐるみで親子の育ちを支え，家庭の教育力の向上を図るため，関係

機関と連携して子育てをする家庭等に出向くなど，きめ細かな家庭教育

支援の仕組みづくりに取り組む。 

 

 

事業番号２５ 「親学」の推進 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

家庭教育に対する意識の高揚や親力の向上を図るため，保護者が集まる

機会を捉えた親学に関する講話等の実施や，より多くの市民を対象とし

た情報誌の発行などを通し，子育てに必要な知識や子どもとの関わり方

などを伝える。 

 

 

事業番号２６ 重 点 魅力ある学校づくり地域協議会活動の充実 

担当課 生涯学習課 学校教育課 

目的と概要 

地域の実情に応じて「魅力ある学校づくり地域協議会」が活動を円滑に

実施するとともに，学校運営への参画機能の強化を図るため，コーディ

ネーターの育成や「魅力ある学校づくり地域協議会」の組織強化に取り

組む。 

 

 

事業番号２７ 新 規 地域における学習支援活動の推進 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

地域の中学生の学習習慣の定着のため,「魅力ある学校づくり地域協議

会」が地域のニーズに応じて自主的に取り組む学習支援活動を支援す

る。 
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事業番号２８ 「街の先生」活動事業の推進 

担当課 学校教育課 

目的と概要 

学校における様々な教育活動等に地域の教育力を導入し，地域と連携し

た教育を実践するため，各学校が，教育活動のねらいに即して登録者リ

ストの中から支援等を要する活動内容に適した者を選び，「街の先生」と

して活用する。 

 

 

事業番号２９ 重 点 宮っ子ステーション事業の充実 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

放課後における児童の健やかな育成のため，「子どもの家」と「放課後

子ども教室」を一体的に実施し，地域，学校等と連携して，児童の安全

安心な居場所を設けるとともに，宮っ子ステーション実施校区の拡大な

ど事業の充実を図る。 

 

 

事業番号３０ 新 規 学校を場とした地域の交流促進 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

学校・家庭・地域をつなぎ，地域コミュニティの活性化を図るため，学

校施設を，地域住民が集い，子どもたちと交流し学び合う「場」として

活用する。 

 

 

事業番号３１ 子育てサロンの推進 

担当課 保育課 

目的と概要 

地域において子育て親子の交流等を促進する子育て支援拠点を設置す

ることにより，地域の子育て機能の充実を図り，子育ての不安感等を緩

和し，子どもの健やかな育ちを支援する。 

 

 

事業番号３２ 新 規 学習成果を活用した講座等の推進 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

講座を開催したい市民に，生涯学習センター等の部屋を提供するなど，

自分の学んだ成果を積極的に生かして活動したい学生や社会人，高齢者

等を支援する仕組みづくりに取り組む。 
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事業番号３３ 社会教育関係団体との連携 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

地域における様々な教育活動を活性化するため，地域の社会教育活動の

牽引役である社会教育関係団体との意見交換や共催事業の実施など緊

密な連携を図る。 

 

 

事業番号３４ 人材バンクの充実 

担当課 生涯学習課 みんなでまちづくり課 

目的と概要 

多くの市民の参画による地域活動の活性化を図るため，生涯学習情報シ

ステム（マナビス）に新たに家庭教育支援活動者や地域における学習支

援活動を行う支援員などを登録し，地域人材マッチング機能を有する人

材バンクの更なる充実を図る。 

 

 

事業番号３５ まちづくりセンター事業の推進 

担当課 みんなでまちづくり課 

目的と概要 

地域活動団体や非営利活動団体，企業，行政が適切な役割分担のもと，

各主体の連携体制構築やボランティア団体・ＮＰＯ法人等の組織基盤強

化など多様な支援を行うため，登録団体間の意見交換会やボランティア

参加への後押しをする機会，各活動主体の自立化やまちづくり活動の活

性化を図るための研修会の開催，多様な主体によるまちづくりシンポジ

ウムの開催などを実施する。 

 

 

事業番号３６ みやシニア活動センター事業の実施 

担当課 高齢福祉課 

目的と概要 

豊富な知識や経験を持つシニア世代が，本市の進めるまちづくりや地域

福祉の展開に一層活躍できるよう，相談窓口の開設や各種講座や交流会

を企画実施するなど，第二の人生を健康でいきいきと暮らすことができ

るよう支援する。 

 

 

事業番号３７ 地域スポーツクラブの育成支援 

担当課 スポーツ振興課 

目的と概要 

子どもから高齢者まで，市民の誰もが，競技レベルや目的などに応じて，

継続してスポーツに親しむことができるよう，地域住民が主体的に運営

し，市民の健康づくりや生きがいづくりに寄与する地域スポーツクラブ

の設立・運営を支援する。 

 

 



 39 

事業番号３８ 新 規 子どもの体験活動指導者の育成 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

学んだ成果を生かして，地域に貢献できる人材の育成と活動のサイクル

を推進するため，身近な地域で，子どもと関わる地域活動の実践者等を

体験活動に関する知識や技術の習得に資する研修等を通して，子どもの

体験活動指導者として育成する。 

 

 

事業番号３９ 社会教育主事の養成・活用促進 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

市民の学習活動の推進や，学校・家庭・地域の連携促進のため，大学と

連携した養成事業を実施するとともに，特に専任主査においては，ノウ

ハウを活かし，各生涯学習センター等における地域との連携窓口として

中心的な役割を担うなど，活用促進を図る。 

 

 

事業番号４０ 講座企画・運営ボランティアスタッフの育成 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 
各生涯学習センター等において，地域の実態を踏まえた講座を実施する

ため，講座の企画立案から，広報・実施までを行う人材を育成する。 

 

 

事業番号４１ 重 点 地域学講座の充実 

担当課 生涯学習課 みんなでまちづくり課 

目的と概要 

地域づくりの取組を促進するきっかけとするため，全ての市民が地域課

題や魅力を発見・共有するとともに，郷土愛や住民意識を醸成する「地

域学」講座を実施する。 

 

 

事業番号４２ 新 規 外国人住民に向けた地域理解促進 

担当課 生涯学習課 国際交流プラザ 

目的と概要 

外国人住民を対象とした，日本語や日本の生活習慣などの学習や，地域

の人たちとの交流等により，外国人住民の地域理解を促し，社会参加に

つなげる取組を推進する。 
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事業番号４３ 新 規 歴史文化資源周知啓発事業の推進 

担当課 文化課 

目的と概要 

市民共有の財産である歴史文化資源の活用を通じて，郷土への誇りや愛

着を醸成するため，「宇都宮市歴史文化基本構想」で導き出した本市の

歴史文化の特徴を語る「宇都宮の歴史を紐解く８ストーリー」の普及啓

発や出前講座をはじめ，「文化財めぐり」「文化財展示施設における企画

展」などの事業に取り組む。 

 

 

事業番号４４ 地域かがやきプロジェクト事業による地域課題解決学習の推進 

担当課 生涯学習課 みんなでまちづくり課 

目的と概要 

地域学などとの連携を図りながら，「学習」と「活動」の循環を意識し

た事業を各生涯学習センター等において推進する「地域かがやきプロジ

ェクト」により，地域住民の協働による地域課題の解決や地域の活性化

など，持続的に発展する地域づくりの取組を促進するために，地域の個

別課題解決に向けた学習や各種地域団体の連携した学習を実施する。 

 

 

事業番号４５ 成人式における地域交流事業の推進 

担当課 生涯学習課 

目的と概要 

新成人を，地域を上げて祝い励ますとともに，地域社会の一員としての

自覚や，地域に育てられたことへの感謝の気持ちを持てるようにするた

め，地域の特性を活かした教育的意義のある地域交流事業を実施する。 

 

 

事業番号４６ うつのみや伝統（ふるさと）文化継承事業の推進 

担当課 文化課 

目的と概要 

市民が，本市の歴史や守り伝えられてきた民族芸能・伝統行事等への理

解を深め，郷土への誇りや愛着を醸成するため，宇都宮伝統文化連絡協

議会と連携しながら，「ふるさと料理教室」「民話の集い」「伝統文化講

座」「宮の祭り見学会」などの事業に取り組む。 
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３ 計画策定の経過 

日 程 実 施 項 目 内 容 

平成 28年 10月 
計画策定に関する市民意識調

査の実施 

・生涯学習・社会教育に関する市民意識

調査 

平成 29年 3月 24日 関係課長等会議 
・「第３次宇都宮市地域教育推進計画」の

策定体制等について 

平成 29年 4月 21日 教育委員会 
・「第３次宇都宮市地域教育推進計画」の

策定体制等について 

平成 29年 4月 27日 庁議 
・「第３次地域教育推進計画」の策定体制

等について 

平成 29年 6月 30日 第１回作業部会 

・「第３次地域教育推進計画」の策定体制

等について 

・「第２次地域教育推進計画」の評価等に

ついて 

・「第３次地域教育推進計画」の骨子（案）

について         

平成 29年 7月 7日 第１回策定委員会 

・「第２次地域教育推進計画」の評価等に

ついて 

・「第３次地域教育推進計画」の骨子（案）

について         

平成 29年 7月 18日 社会教育委員の会議 

・「第３次地域教育推進計画」の策定体制

等について 

・「第２次地域教育推進計画」の評価等に

ついて 

・「第３次地域教育推進計画」の骨子（案）

について      

平成 29年 7月 19日 生涯学習センター運営審議会 
・「第３次地域教育推進計画」の骨子（案）

について 

平成 29年 7月 21日 委員 deサロン 
・「第３次地域教育推進計画」の骨子（案）

について 

平成 29年 8月 23日 第２回作業部会 
・「第３次地域教育推進計画」の施策体系

（案）について 

平成 29年 8月 30日 第２回策定委員会 
・「第３次地域教育推進計画」の施策体系

（案）について 

平成 29年 9月 25日 

～10月 13日 

計画策定に関する庁内事業 

調査の実施 
・庁内関連事業調査 

平成 29年 10月 24日 第３回作業部会 
・「第３次地域教育推進計画」の素案につ

いて 

平成 29年 10月 31日 生涯学習センター運営審議会 
・「第３次地域教育推進計画」の素案につ

いて 
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日 程 実 施 項 目 内 容 

平成 29年 11月 1日 第３回策定委員会 
・「（仮称）第３次地域教育推進計画」の

素案について 

平成 29年 11月 13日 社会教育委員の会議 
・「（仮称）第３次地域教育推進計画」の

施策体系（案）について 

平成 29年 12月 19日 教育委員会 
・「第３次地域教育推進計画」の素案につ

いて 

平成 29年 12月 26日 関係部長等会議 
・「第３次地域教育推進計画」の素案につ

いて 

平成 30年 1月 9日 政策会議 
・「第３次地域教育推進計画」の素案につ

いて 

平成 30年 1月 12日 

～2月 8日 
パブリックコメント 

・「第３次地域教育推進計画」の素案を公

表 

平成 30年 3月 12日 社会教育委員の会議 

・パブリックコメントについて 

・「第３次地域教育推進計画」の素案につ

いて 

平成 30年 3月 20日 教育委員会 
・「第３次地域教育推進計画」の最終案に

ついて 

平成 30年 3月 28日 庁議 
・「第３次地域教育推進計画」の最終案に

ついて 
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４ 生涯学習・社会教育に関する市民意識調査結果（抜粋） 

 

１ 調査の目的 

本市の社会教育・生涯学習の現状や市民のニーズを把握し，「第２次宇都宮市地域教育推進計画」及び

「宇都宮市読書活動推進計画」改定における基礎資料とすることを目的として実施した。 

 

２ 調査項目 

  ⑴ 回答者の基本属性について  

 ⑵ 人づくり全般について 

  ⑶ 生涯学習について     

  ⑷ 家庭教育について 

  ⑸ 地域のことについて    

  ⑹ 読書活動・調べものについて 

 ⑺ 図書館について 

 

３ 調査対象 

  住民基本台帳に基づき，満２０歳以上８０歳未満の市民３，０００人を年齢区分無作為に抽出 

 

４ 調査方法 

  郵送によるアンケート方式 

 

５ 調査期間 

  平成２８年１０月１日から１０月３１日 

 

６ 回収結果 

  有効回収数（率） １，０９３人（３６．４％） 
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【問１】あなたは，次のことが実践できていると思いますか。１～７のそれぞれの項目について，あ

てはまる数字１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「社会のきまりを守り，協力しあいながら生活できるように努めている」ことが実践できていると

感じている市民の割合が高い。（「とても実践できている」「やや実践できている」：８６％） 

 

 

 

 

【問２】これからの社会を生き抜くためには，どのような力が必要だと思いますか。また，あなた

が今後身につけたい力は何ですか。あてはまるものを３つまで選んで○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これからの社会を生き抜くために必要な力は「健康な体をつくる姿勢」が最も多く５２．０％，

次いで「よりよい人間関係を築く力」（５０．７％）となった。 

 

 

 

0.9%

1.1%

1.3%

1.8%

4.3%

8.8%

17.8%

27.9%

28.7%

31.9%

32.0%

36.2%

50.7%

52.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他

無効

特にない

無回答

伝統や文化を重んじる姿勢

新しいものをつくり出そうとする意欲

いろいろな課題に挑戦する意欲

目標に向かって努力する姿勢

ものごとを整理して考え，解決できる力

社会や集団のルールを守る姿勢

善悪を正しく判断できる力

自分でやったことは自分で責任を取る姿勢

よりよい人間関係を築く力

健康な体をつくる姿勢

生抜くため必要な力

16%

29%

8%

20%

10%

12%

16%

29.9%

57.1%

26.6%

52.4%

26.6%

40.9%

44.5%

34.1%

9.2%

40.6%

20.0%

35.9%

33.4%

26.6%

16.1%

1.6%

16.7%

4.5%

19.4%

9.0%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生涯にわたってスポーツに親しみ，

健康や体力の保持・増進に努めている

社会のきまりを守り，協力しあいながら

生活できるように努めている

自国文化や異なる文化を理解し，

新しい文化の創造に努めている

他者を思いやり，様々な人々と協力して，

共に生きるよう努めている

ものづくりを通して，つくる喜びを感じ，

技術・文化の伝承や科学の理解にに努めている

生涯を通じて学び続け，

様々な問題の解決に努めている

目標の実現に向けて，

自らの責任において主体的に行動している

とても実践できている やや実践できている あまり実践できていない

全く実践できていない わからない 無回答
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・今後身につけたい力は「いろいろな課題に挑戦する意欲」が最も多く４７．５％，次いで 

「よりよい人間関係を築く力」（５０．７％）となった。 

 

 

 

 

【問３－１】あなたは現在，学習，文化・スポーツ活動をしていますか。あてはまるもの１つに 

○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「していない」は５９．３％で，「している」人は５割に満たない状況となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

1.2%
1.9%
2.5%

3.9%
8.0%

9.8%
10.9%

23.6%
27.4%
27.6%

29.8%
31.0%

46.6%
47.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無効
無回答
その他
特にない

善悪を正しく判断できる力
自分でやったことは自分で責任を取る姿勢

社会や集団のルールを守る姿勢
伝統や文化を重んじる姿勢

ものごとを整理して考え，解決できる力
目標に向かって努力する姿勢
よりよい人間関係を築く力

新しいものをつくり出そうとする意欲
健康な体をつくる姿勢

いろいろな課題に挑戦する意欲

今後身につけたい力

している, 38.4%

していない, 

59.3%

無回答, 2.3%
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【問３－２】問３－１で「学習，文化・スポーツ活動をしている」と答えた方におたずねします。 

⑴あなたが現在受講している講座や参加しているサークル活動などは，どのような方

法で知りましたか。また，⑵あなたは普段どのような方法で学びに関する情報収集をし

ていますか。あてはまる箇所すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・現在の活動を知ったきっかけは，「友人・知人・家族などから聞いて」（５３．９％）や「地域

の人から聞いて」（１７．２％）と，身近な人からの情報の割合が高くなっている。 

 

 

【問４－１】あなたがお住まいの地域の生涯学習センターについて，あなたはどのくらい関わって

いますか。あてはまる数字１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・イベント参加や施設利用など，生涯学習センターを利用する人の割合は３割程度だが，名前や

場所だけ知っている，又は名前や場所など全く知らない人は４割を超え，半数近い人が生涯学習

センターで何が行われているか知らない状況となっている。 

1.2%

8.6%

1.7%

18.8%

26.4%

11.0%

7.3%

18.9%

6.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

無効

無回答

その他

名前や場所など全く知らない

名前や場所は知っているが，いったことはない

どのような催しものイベント，活動などを行っているか

知っているが，行ったことはない

施設（学習室等）のみ利用したことがある

催しものやイベント，活動などに参加したことがある

催しものやイベント，活動など，継続的に参加している

7.0%

7.3%

2.2%

6.7%

7.8%

7.5%

18.1%

19.1%

29.1%

19.9%

37.2%

36.7%

18.6%

36.4%

41.2%

6.3%

15.8%

1.0%

3.2%

5.4%

6.1%

7.1%

11.7%

11.9%

12.7%

13.6%

14.6%

17.5%

20.4%

55.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無回答

その他

マナビスで検索して

宇都宮市のホームページを見て

生涯学習センターなどに自分で問い合わせて

文化祭などのイベントをきっかけに

ＳＮＳ(TwitterやFacebookなど)をきかっけに

生涯学習センターなどでチラシや掲示板を見て

雑誌やフリーペーパーなどで見て

回覧板や掲示板など，自治会からの情報を見て

インターネット上の口コミサイトなどで見て

新聞記事で取り上げられているのを見て

地域の人から聞いて

広報うつのみやの記事を見て

友人・知人・家族などから聞いて

(1)現在の活動を知ったきっかけ (2)普段の情報収集方法
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【問４－２】問４－１で１～４に○をつけた方にお尋ねします。生涯学習センターでは，各種講座

やサークルなどへの部屋の貸出，様々な情報提供を行っています。あなたがお住まいの地

域の生涯学習センターで実施されている講座や利用方法のうち，⑴あなた自身が利用した

ことがあるものや⑵知っているものについて，あてはまるものに○をつけてください。（○

はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・生涯学習センターの利用は，「図書の貸し出し」が最も多い５２．５％であった。 

 

 

【問５－１】あなたはこれまで生涯学習センターや民間のカルチャースクールなどで学んだことを

生かして，何か活動をしていますか。あてはまるものに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・学んだあとに活動につなげている人は３１．７％，活動をしたいが実現できていない人は 

２４．１％となっている。 

23.4%

0.0%

35.0%

33.0%

34.5%

39.9%

37.9%

59.3%

42.5%

42.5%

40.5%

20.2%

1.7%

10.8%

15.3%

18.7%

18.7%

28.6%

29.1%

36.0%

38.4%

52.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

無回答

その他

自分の住む地域を学ぶための講座

講座や講演会，サークル活動などについて情報収集

地域のまちづくり活動

子どもと一緒に参加する，子育てのための講座

サークル活動や団体活動への参加

趣味や自分の教養を身につけるための講座

学習室や会議室の使用

生涯学習センターや地域が催したイベント

図書の貸し出し

(1)利用したことがある (2)利用したことはないが知っている

10.5%

46.5%

24.1%

4.1%

1.3%

3.4%

6.3%

4.0%

6.5%

9.4%

8.3%

7.2%

31.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

【3】 学んでいない・活動する気はない

【2】 学んだのちに活動をしたいが実現できていない

i その他

h 講師として人に教えたり，登録したりしている

g 学んだ知識を子育てに活用している

f 学んだ知識を仕事に活用している

e 学んだ知識を活用して，地域のまちづくり活動に参加した

d 関連する活動をするグループやサークル等に加入した

c 講座で知り合った人と友人になり交流している

b 関連する本や雑誌などを読み個人で学び続けている

a 同様の講座を受講し，学び続けている

【1】 学んだあとに活動をしている

・・・活動内容についてa～iに○をつけてください
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【問５－２】あなたが講座や習い事で学んだ成果をもとに活動するためには，どんなサービスが役

立つと思いますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・学んだ成果をもとに活動するためには「身につけた知識を実践しているサークル・団体の紹

介」が役立つとの回答が最も多く，４０．３％となった。 

 

 

 

【問６】生涯学習センターについての希望や要望はありますか。あなたの考えに近い数字を３つま

で選んで○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・生涯学習センターについての希望や要望は，「講座等の曜日や時間帯」（３５．１％），「講座等

の情報のＰＲ」（３３．４％）についてが高い割合となった。 

0.6%

21.4%

5.6%

40.3%

7.4%

24.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無効

無回答

その他

身につけた知識を実践しているサークル・団体の紹介

身につけた知識をさらに広げるための図書などの紹介

身につけた知識をさらに広げるための講座の紹介

0.3%

3.2%

2.2%

20.2%

12.7%

14.9%

15.7%

20.3%

22.6%

23.0%

24.9%

33.4%

35.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

無効

無回答

その他

特に要望はない

学習室や会議室をより利用しやすくする

図書室を充実させる

ニュースなどで取り上げられているような

タイムリーな内容の講座やイベントを充実させる

自分が住んでいる地域を知ることを目的とした

講座やイベント，まち歩きなどを充実させる

有料でも良いので専門性の高い内容を扱った

講座やイベントを充実させる

参加者との交流や仲間づくりを目的とした

講座やイベントを充実させる

学びたいと思ったときに地域の行事や

活動を知るためのサービスを充実させる

生涯学習センターやそこで実施している

講座やイベントの情報をもっとＰＲする

社会人や子育て中でも参加しやすいような

曜日・時間帯に講座やイベントを開催する
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【問７－１】あなたは，現代社会における「家庭の教育力」が低下していると思いますか。あては

まるもの１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・家庭の教育力の低下について，「思う」，「だいたい思う」と答えた人の割合は，半数を超えて 

いる。 

 

 

【問７－２】あなたは，現在の家庭教育で特に問題になっていることはどのようなことだと思いま

すか。あなたのお考えに近いものを３つまで選んで○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・現在の家庭教育で特に問題になっていることは「過保護・過干渉の親の増加」であると感じて

いる人の割合が最も多く４３．９％となった。 

    

思う, 42.0%

だいたい思う, 
24.2%

あまり思わない, 

14.8%

思わない, 4.4%

わからない, 

12.0%

無回答, 2.6%

1.2%

2.5%

2.6%

4.3%

6.1%

6.1%

6.7%

8.4%

10.4%

11.3%

11.3%

12.1%

12.1%

14.0%

14.4%

19.0%

19.1%

23.8%

24.3%

25.9%

43.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無効

無回答

その他

わからない

互いに励まし競い合わせる機会の不足

親に対する子どもの信頼感の低下

子どもが働く親の姿を知る機会の不足

教育に自信をもてない親の増加

親自身の体験活動の不足

教育についての相談相手の不足

教育について明確な方針を持たない親の増加

家族一人一人の個人主義化

親子がふれあい，共に行動する機会の不足

子どもにいろいろな体験をさせる機会の不足

親の無関心

人とふれ合う機会の不足

教育の仕方がわからない親の増加

仕事をもつ親の増加

子どもに悪い影響を及ぼす社会環境

外部の教育機関に対するしつけや教育の依存

過保護・過干渉な親の増加
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【問８】子どもを育てる上で親が特に心がけるべきことは何だと思いますか。あなたのお考えに近

いものを２つまで選んで○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・子どもを育てる上で親が心がけることは，「子どもと一緒に遊んだり，話し相手になる」こと

であると考える人の割合は４１．１％で最も高かった。 

 

  

【問９】家庭教育を社会全体で支援していくために，今後重点を置いた方がいいものは何だと思い

ますか。あなたのお考えに近いもの２つまで選んで○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・家庭教育を社会全体で支援していくためには，「行政や企業などが連携した家庭教育支援の 

強化」が重要であると考える人の割合が４１．７％で最も高くなっている。 

    

6.9%

2.5%

2.4%

2.5%

3.3%

3.4%

12.7%

20.5%

23.9%

25.2%

25.7%

33.2%

41.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無効

無回答

その他

わからない

子どもが自由に過ごせる時間を増やす

子どものためにPTAや子ども会などの活動をする

子どもとの約束はきちんと守る

子どもの手本となるような行動を意識する

子どもが家族と過ごす時間を多くとる

子どもの自分らしさを認めてあげる

子どもの気持ちを受け止める

社会性を身につけさせる

子どもと一緒に遊んだり，話し相手になる

0.5%

3.8%

3.9%

14.1%

8.4%

10.6%

16.3%

21.3%

23.0%

32.4%

41.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無効

無回答

その他

わからない

ICT（情報通信技術）を活用した

家庭教育支援の実施

企業内研修等，就業時における

家庭教育支援講座の実施

家庭教育に関する情報誌を配布するなど

啓発事業の実施

家庭教育に関する学習機会提供の充実

家庭教育支援者や子育てに関する

ボランティア等の育成

家庭教育・子育てに関する相談事業の実施

行政機関や企業，学校，PTA等が連携した

家庭教育に関する支援活動の強化
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【問１０】あなたの住んでいる地域の教育力は，ご自身の子ども時代と比べてどのような状況にあ

ると思いますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・地域の教育力の変化については，「以前に比べて低下している」が最も多く，４１．２％と 

なっている。 

 

 

【問１１】地域の教育力が低下している原因は何だと思いますか。あなたのお考えに近いものを 

３つまで選んで○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の教育力低下の原因は「近所の人々が親交を深められる機会の不足」であると感じる人

の割合が最も多く，４８．０％となった。 

0.2%

5.1%

4.3%

4.6%

5.0%

8.3%

8.6%

10.9%

12.6%

12.7%

22.7%

23.0%

25.8%

33.9%

45.9%

48.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無効

無回答

その他

学生時代の友人・趣味のグループの仲間など，

人々の行動範囲が広域化しているため

転勤等で転居が頻繁になっているため

高層住宅の普及など居住形態が変化しているため

父親の家庭の教育や地域活動への

参加が不足しているため

労働時間が長くなってきているため

新しく移住してきた世帯が増加しているため

近所の人たちの連帯感を培うリーダーが不足しているため

母親の就労が増加しているため

昔より地域における行事がなくなったため

他人と交流させることに対する抵抗が増えているため

居住地に対する親近感が希薄化しているため

個人主義が浸透してきているため

近所の人々が親交を深められる機会が不足しているため

以前に比べ低

下している, 

41.2%

以前と変わら

ない, 13.6%

以前と比べて

向上している, 

12.7%

わからない・無

回答, 32.5%
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【問１２】地域で子どもが健やかに育まれるようにするため，地域ではどのようなことに特に力を

入れるべきだと思いますか。①一番力を入れるべきもの，②二番目に力を入れるべきも

の，③三番目に力を入れるべきものをそれぞれ１つずつ選んで○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・地域で子どもが健やかに育まれるようにするため，特に力を入れるべきだと思うことは， 

「子どもの安全を確保するために活動をする」が一番力を入れるべきものとして最も高い割合 

（２６．２％）であった。 

 

 

【問１３】あなたは今後，地域の子どもと関わる活動に参加したいと思いますか。あてはまるもの

を１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・地域の子どもと関わる活動に「参加してみたい」と考える人の割合は，約３割（２９．３％）

となった。 

14.2%

3.7%

5.7%

3.7%

26.2%

16.8%

21.7%

4.5%

3.1%

6.9%

9.2%

8.2%

9.2%

20.0%

15.8%

5.8%

2.0%

2.3%

3.4%

4.1%

8.4%

7.0%

8.8%

12.6%

7.6%

11.1%

12.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無効

無回答

その他

学校が保護者・地域住民に対して学校施設等を…

大人の余暇時間を増やす

保護者・地域住民に対して学校行事への参加

子どもの学力を伸ばすため活動を強化する

保護者・地域住民の地域活動への参加

地域の歴史や文化，自然を体験したり学ぶ機会

文化やスポーツなど，子どもの個性を伸ばす教育

異なる年齢の人たちとの交流

子どもの安全を確保するために活動をする

子どもに礼儀やしつけをしっかりと教える

大人自身のマナーやモラルを向上させる

①一番目 ②二番目 ③三番目

現在参加してい

る, 8.9%

以前参加したこ

とがある, 18.6%

参加してみたい, 

29.3%

参加したくない, 
14.4%

わからない, 

26.6%

無回答, 2.2% 無効, 0.1%
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【問１４－１】あなたは，地域活動に参加していますか（したことがありますか）。また，これから

どんな活動に参加してみたいですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・参加している，参加してみたい地域活動については，地域のまちづくりや学校教育支援，子ど

もに関わる活動の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.0%

7.8%

12.7%

28.8%

12.4%

18.8%

11.8%

30.7%

44.4%

10.7%

24.0%

42.3%

21.2%

33.5%

34.2%

24.1%

25.5%

18.2%

22.9%

27.1%

21.2%

23.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

無効

無回答

その他

何もしたことがないし，これからもする気はない

ＮＰＯやボランティア団体などに所属して行う活動

地域性や地域の歴史，伝統などを生かした活動

（伝統文化の継承，文化施設の解説など）

地域の高齢者や福祉に関する活動

（社会福祉協議会，老人クラブ，民生委員など）

地域の安全に関する活動

（防災活動，交通安全に関する活動など）

地域のまちづくりに関する活動

（自治会，婦人会，体育協会など）

学習活動に関する活動（講師，講座の企画・運営など）

地域の子どもにかかわる活動（魅力ある学校づくり地域協議会，

放課後子ども教室，子ども会，児童委員，スポーツ指導など）

学校教育支援にかかる活動

（ＰＴＡ，街の先生，登下校安全パトロールなど）

家庭教育支援に関する活動（子どもの家での乳幼児と保護者の

交流の場，家庭教育サポーター，子育てサークル，託児など）

参加している 参加したことがある 参加してみたい
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【問１４－２】現在，地域活動を行っている方にお尋ねします。あなたが行っている地域活動は主

にどこに集まって活動していますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・地域活動の拠点は，「自治会の公民館」（３３．４％），「小学校・中学校」（２１．４％）が高い

割合となっている。 

 

 

生涯学習セン

ター（地区市民セ

ンター・市民活動

センター・地域自

治センター）, 
9.5%

コミュニティセン

ター, 14.0%

自治会の公民

館, 33.4%

図書館, 3.1%

小学校・中学校, 

21.4%
その他, 15.1%

何もしていない, 
28.9%

無回答, 54.4%
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【問１５】あなたが現在行っている，または行っていた地域活動は，何をきっかけに始めましたか。

また，地域活動を行っていない方は，今後どんなきっかけがあれば地域活動を始めると思い

ますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・地域活動を始めたきっかけとしては，「友人・知人・家族などから聞いて」が３９．７％と最も

高い割合となっている。 

  ・地域活動を行っていない人が，今後始めるきっかけと考えているのは「広報うつのみやの記事

を見て」が２９．８％で最も高い割合となっている。 

 

 

 

 

0.3%

12.3%

15.5%

3.5%

1.2%

6.6%

10.3%

10.1%

13.5%

14.3%

4.3%

9.7%

11.0%

29.8%

13.7%

19.3%

27.9%

0.3%

12.3%

17.0%

0.6%

1.1%

1.7%

2.3%

2.9%

4.0%

4.4%

8.8%

12.0%

15.8%

26.9%

32.4%

39.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無効

無回答

何もきっかけにはならないし

今後も活動する気はない

その他

マナビスで検索して

ＳＮＳ（TwitterやFacebookなど）をきっかけに

宇都宮市のホームページを見て

インターネット上の口コミサイトなどで見て

雑誌やフリーペーパーなどで見て

新聞記事で取り上げられているのを見て

生涯学習センターなどに自分で問い合わせて

生涯学習センターなどでチラシや掲示物を見て

文化祭などのイベントをきっかけに

広報うつのみやの記事を見て

地域の人から聞いて

回覧板や掲示板など，自治会からの情報を見て

友人・知人・家族などから聞いて

活動をはじめたきっかけ 今後はじめるきっかけ
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【問１６】あなたが地域活動をする上で支障となるものはどのようなことだと思いますか。あなたの

考えに近いものを３つまで選んで○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・地域活動をする上で支障となるものは，「時間に余裕がない」が５７．８％で最も高い割合とな

っている。 

   

 

【問１７】最近１年間で読書をするときに，紙の本を読みましたか。それとも電子書籍を読みました

か。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最近１年間で本を読んだ人の割合は，８１．９％となっている。 

  ・紙の本を読む人が多く，全体の６割以上の人が，紙の本のみを読んでいる。 

 

 

6.9%

8.5%

11.4%

6.3%

11.7%

16.2%

29.0%

29.3%

40.0%

57.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

無回答

わからない

その他

家族や職場の理解が得られない

得られるメリットが期待できない

自分がやりたいと思う活動をしている組織や

団体が地域にない

活動内容に関する情報がない

身近に一緒に参加できる人がいない

参加するきっかけが得られない

時間に余裕がない

紙の本のみ, 66.5%電子書籍

のみ, 1.8%

紙の本，電子書籍

どちらも読む, 
13.6%

紙の本，電子書籍

どちらも読まない, 

15.1%

無回答, 2.9% 無効, 0.1%
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【問１８】最近１年間で以下の情報を書籍や新聞・雑誌などで調べたり，インターネットで検索した

ことはありますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・最近１年間で調べた情報については，「健康や病気」，「旅行や観光」に関するものが多い。 

 

 

 

【問１９】最近１年間で宇都宮市内の図書館や図書室を利用したことがありますか。あてはまるもの

１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  ・「利用したことがある」，「利用したことがない」が，ともに約４割となっている。 

 

2.4%

7.7%

27.1%

40.1%

44.9%

46.5%

51.4%

60.1%

67.5%

74.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

無回答

探したことはない

科学や技術に関するもの

ビジネスや経済に関するもの

スポーツに関するもの

芸術や娯楽に関するもの

政治や時事に関するもの

飲食店やショッピングに関するもの

旅行や観光に関するもの

健康や病気に関するもの

利用したことがある, 

38.7%

この1年は利用しな

かったが，過去に利
用したことがある , 

19.9%

利用したことがない, 

39.7%

無回答, 1.7%
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【問２０－１】問１９で「利用したことがある」「この１年は利用しなかったが，過去に利用したこと

がある」と答えた方にお伺いします。図書館や図書室を利用する主な目的について，あ

てはまるものすべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・図書館を利用したことがある人のうち，主な目的は，「図書館資料の貸出，返却」，「図書，雑誌

などの閲覧」となっている。 

 

 

【問２０－２】問１９で「利用したことがない」と答えた方にお伺いします。図書館や図書室を利用

しない理由について，あてはまるものすべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・図書館や図書室を利用しな理由としては，「本屋や雑誌は自分で購入する」，「図書館や図書室に

行く必要性を感じない，興味がない」，「時間がない」が多い。 

 

1.9%

2.5%

2.3%

11.1%

16.8%

23.5%

38.6%

47.7%

64.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

その他

無回答

図書館で録音資料を聞く，映像資料を観る，

パソコンを利用するため

展示やイベント（おはなし会，講演会，

講座，音読教室など）に参加するため

図書館で勉強する，仕事をするため

子どもの図書館利用の付き添いのため

調べものをするため

図書，雑誌，新聞などを閲覧するため

図書，視聴覚資料やその他の

図書館資料を借りる，返すため

4.4%

5.6%

6.8%

8.6%

11.0%

13.3%

15.2%

31.7%

32.9%

41.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

無回答

交通が不便

どんな本があるか分からない

利用手続きが面倒

場所がわからない

図書館や図書室が近くにない

時間がない

図書館や図書室に行く必要性を感じない，興味がない

本や雑誌は自分で購入する
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【問２１】あなたは，宇都宮市の図書館で行っている下記のサービスについて知っていますか。あて

はまるものすべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・団体への本の貸出や，障がい者のための無料有料サービス，視覚障がい者のための展示や声の

図書の貸出サービスなどの認知度が低い。 

  ・図書館で行っているサービスを「全く知らない」人が，３割近くとなっている。 

 

5.4%

27.7%

3.1%

7.7%

10.1%

10.5%

11.9%

16.9%

17.5%

23.3%

30.3%

36.5%

41.7%

42.2%

49.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無回答

全く知らない

必要な本を宅配便で取り寄せることができる

（送料利用者負担）

障がい者のための無料郵送サービスや，視覚障がい者の

ための点字や声の図書の貸出サービスを行っている

個人への貸出のほかに，地域文庫や学校等の団体にも

本の貸出を行っている

ビジネス情報や医療健康情報を提供している

インターネットや有料データベース（新聞記事検索，

法令判例検索，企業情報など）が無料で利用できる

図書館のホームページからいろいろな情報が得られ，

本の予約やメール問合せ等ができる

宇都宮市についての資料を収集提供している

読みたい本を図書館から最寄りの生涯学習

センターに取り寄せて借りることができる

子どものためのおはなし会や大人対象の講座を行っている

調べたいことや，探している本について，

相談することができる

地図や古い新聞を見ることができる

土・日曜日，祝日も午後７時まで開館している

（南図書館は午後８時まで）

新刊書，雑誌，ＣＤ，ＤＶＤ，ビデオなどもある
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【問２２】あなたが，図書館に望むものは何ですか。１～１４のそれぞれの項目について，あてはま

る数字に○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・図書館に望むことは，「読みたい本が豊富にある」，「調べたいことがわかる本がある」，「必要な

本が探しやすい」など，本の利用に関わる要望が多くなっている。 

 

7.0%

11.5%

13.7%

16.7%

24.9%

36.0%

37.1%

44.6%

13.1%

13.4%

11.4%

12.5%

22.0%

20.1%

27.6%

32.5%

30.3%

33.2%

33.3%

28.1%

38.8%

37.4%

37.8%

38.8%

37.8%

34.7%

31.1%

29.7%

26.4%

21.8%

11.4%

10.1%

9.4%

21.2%

17.7%

15.6%

16.7%

15.7%

8.6%

13.0%

11.2% 22.5%

21.8%

22.6%

21.2%

21.2%

22.6%

19.4%

19.6%

18.9%

19.1%

18.2%

17.7%

16.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

ボランティアとして図書館活動に参加できる

参加したい催し物をたくさん行っている

ユニバーサルデザインに配慮した図書館である

朝早くから開館している

職員を通さず，自動貸出機で貸出ができる

民間のノウハウを導入し，

より効率のいい図書館運営を行っている

夜遅くまで開館している

学習するスペースがたくさんある

静かに読書するスペースがたくさんある

調べたいことについて気軽に聞くことができ，

頼りになる職員がいる

必要な本が探しやすい・すぐ手に入る

調べたいことがわかる本がある

読みたい本が豊富にある

とても重要 重要 普通 あまり重要でない 重要でない 無回答 無効



61 
 

５ パブリックコメントによる市民からの意見 

 

（仮称）第３次宇都宮市地域教育推進計画（素案）に関するパブリックコメントについて 

 

１ パブリックコメントの実施状況 

（１） 意見の募集期間    平成３０年 １月１２日（金）～ ２月 ８日（木） 

 

（２） 意見の応募者数・件数 １名（３件） 

 

（３） 提出方法の内訳 

 郵送 ファクシミリ Ｅメール 持参 電話 計 

人数  １    １ 

 

２ 意見の概要と市の考え方 

① 施策の展開について（３件） 

 事業 No.８－３「図書館の環境整備の推進」について 

№ 意見の内容 意見に対する市の考え方 

１ 「図書館の環境整備の推進」につい

て，図書館の指定管理者制度導入の推

進という意味が含まれているのであ

れば，これを削除し，現状の一部指定

管理者制度は契約期間の総合評価を

導入し見直すことを明記し，図書館協

議会の設置を含めてほしい。 

「図書館の環境整備の推進」につきま

しては，図書館サービスの向上を図るた

め，施設・設備の計画的改修等を行うと

ともに，指定管理者制度の導入も含め，

効果的かつ効率的な管理運営の実現を

図るため，様々な方策について検討する

ものです。 

現行の指定管理者につきましては，毎

年度の評価を基に，最終年度に総合的な

評価を実施しております。また，図書館

協議会につきましては，その役割と機能

を「社会教育委員の会議」に移管してお

り，平成２４年度に図書館に参考人の意

見聴取を行う手法を取り入れ，第三者の

声を図書館の運営に反映する仕組みを

構築したところであり，今後とも現体制

により，市民の読書活動の充実に努めて

まいります。 
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   事業No.９「図書館レファレンスサービスの活用促進」について 

№ 意見の概要 意見に対する市の考え方 

２ 「図書館レファレンスサービスの

活用促進」について，役立ててもらう

意の方が合うので，「活用」を「利用」

に修正してほしい。 

図書館レファレンスサービスにつき

ましては，多くの市民の皆様の学習活動

や課題解決に役立てていただきたいと

考えております。 

ご意見の趣旨を踏まえ，市民の皆様

に，レファレンスの結果を役立ててもら

う意をより分かりやすくするため，表現

を「活用」から「利用」に修正しました。 

 

施策８「学習活動を支える人材の育成」について 

№ 意見の概要 意見に対する市の考え方 

３ 施策８「学習活動を支える人材の育

成」に「図書館司書（直営）の増員と

育成」を追加してほしい。 

 本市の図書館司書につきましては，市

が採用した市の職員であり，その採用や

育成等につきましては，事務職や他の資

格職と同様に，第６次宇都宮市総合計画

等の分野別計画における「行政の組織力

の向上」という施策の中に位置づけてお

り，その実現に向けては，「行政改革大

綱」や「読書活動推進計画」等に基づき，

様々な施策に取り組んでまいります。 
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